
ひと・まち・自然にやさしい高梁

広報

 Vol.169

題字　山田方谷自筆書状より

平成30年（2018）

月11

働き手を確保する「就職フェア」
今月の表紙

　吉備中央町と合同で開催した「地域就職フェ
ア」。市内で大きな課題となっている働き手の
確保。今月号では、高梁市における雇用・就
職の状況についてお知らせします。

●どうなる？高梁の雇用（Ｐ２～）
●復興に向けて～平成30年７月豪雨～（P10）
●まちのできごと（P11）
●功績をたたえます（P12～）

主な内容



ど
う
な
る
？

　  
高
梁
の
雇
用

特
集

　
超
高
齢
化
時
代
に
突
入
し
た
日

本
の
総
人
口
は
平
成
22
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
平
成

27
年
の
総
人
口
は
約
１
億
２
７
０

０
万
人
、
労
働
者
と
な
る
生
産
年

齢
人
口（
15
歳
〜
64
歳
）は
約
７
６

２
９
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
国
の

成
長
を
担
う
労
働
者
は
貴
重
な
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
梁
市
で
も
、
求
人
数
が
高
ま

る
一
方
で
働
き
手
は
徐
々
に
減
少

し
て
お
り
、
企
業
の
雇
用
確
保
が

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
高
梁
市
の
雇
用

の
現
状
を
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁

や
市
の
取
り
組
み
、
企
業
な
ど
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
な
が
ら

紹
介
し
ま
す
。

　
産
業
観
光
課
☎（
21
）０
２
２
９

問
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特集　どうなる？高梁の雇用

有
効
求
人
倍
率
は
？

　
平
成
21
年
に
０
・
５
４
倍
だ
っ
た
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
の
有
効
求
人
倍
率

（
※
）は
徐
々
に
上
昇
し
、
平
成
25
年
に

は
１
倍
を
超
え
、
平
成
29
年
は
2
・
２

０
倍
、
最
新
の
平
成
30
年
９
月
は
２
・

３
０
倍
と
非
常
に
高
い
水
準
で
推
移
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
７
月
に
記
録
し
た

有
効
求
人
倍
率
は
２
・
５
５
倍
で
、
過

去
の
記
録
を
遡
さ
か
の
ぼる

と
平
成
３
年
３
月
の

２
・
６
６
倍
に
次
ぐ
数
字
と
な
り
、
27

年
４
カ
月
ぶ
り
の
高
い
求
人
倍
率
と
な

り
ま
し
た
。

ハローワーク別有効求人倍率
（平成 30 年９月）

所在地 有効求人倍率

岡山労働局 1.99

岡山 2.23

津山 1.57

  美作出張所 1.77

倉敷中央 2.43

  総社出張所 1.24

  児島出張所 1.49

玉野 1.83

和気 1.75

  備前出張所 1.95

高梁 2.30

  新見出張所 1.88

笠岡 1.38

西大寺 1.88

　

人
手
不
足
だ
っ
た
バ
ブ
ル
期
以
来
、

平
成
３
年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
と
平
成
19
年

の
金
融
危
機
を
経
て
、
市
内
の
企
業
が

少
し
ず
つ
元
気
を
取
り
戻
し
求
人
数
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
職
を
求
め
る

人
は
少
し
ず
づ
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
の
求
人

倍
率
は
他
の
地
域
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

比
べ
て
も
非
常
に
高
い
数
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
左
表
）

※
有
効
求
人
倍
率
と
は
、
求
職
者
数
に

対
す
る
求
人
数
の
比
率
の
こ
と
。
有
効

求
人
倍
率
が
高
い
と
き
は
、
求
人
数
が

多
く
求
職
者
数
が
少
な
い
状
況
で
す
。

高
梁
市
の
雇
用 

～
現
状
に
つ
い
て
～

図１　ハローワーク高梁の有効求人倍率の推移
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※総務省「平成 27 年国勢調査」による人口推移（図２・図３）
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職業別 有効求人・求職状況（フルタイム・平成 30 年７月）
職業 有効求人 有効求職 有効求人倍率

管理的職業（部課長など） ２ ０ －

専門的・技術的職業
（建築・土木・看護師など） 140 21 6.67

事務的職業
（事務員・営業など） 23 41 0.56

販売の職業
（商品販売・不動産売買） 41 17 2.41

サービスの職業
（介護員・歯科助手など） 86 25 3.44

保安の職業（警備） 10 ２ 5.00

農林漁業の職業 ５ ９ 0.56

生産工程の職業
（金属加工・機械組立など） 200 56 3.57

輸送・機械運転の職業
（自動車運転など） 53 15 3.53

建設・土木の職業
（大工・土木作業員など） 56 ６ 9.33

運搬・倉庫作業・清掃の職業
（運搬・軽作業など）

20 37 0.54

求
人
・
求
職
の
状
況
は
？

　
平
成
30
年
７
月
時
点
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
高
梁
の
求
人
数
と
求
職
者
数
の
割
合

は
、
会
計
事
務
員
や
電
話
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
な
ど
の
「
事
務
的
職
業
」
や
配
達
・

清
掃
作
業
員
な
ど
の
「
運
搬
・
倉
庫
作

業
・
清
掃
の
職
業
」
を
希
望
す
る
求
職

者
が
多
い
の
に
対
し
、
求
人
数
が
少
な

い
状
況
で
す
。

　
一
方
、
建
築
・
土
木
技
術
者
や
看
護

師
・
保
育
士
な
ど
の
「
専
門
的
・
技
術

的
職
業
」
や
製
造
業
な
ど
の
「
生
産
工

程
の
職
業
」、
介
護
員
な
ど
の
「
サ
ー

ビ
ス
の
職
業
」な
ど
は
、求
人
数
に
対
し

求
職
者
数
が
非
常
に
少
な
く
、
こ
の
よ

う
な
職
種
を
抱
え
る
企
業
は
人
材
を
確

保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
産
活
動
や
企
業
活
動
を
成
り
立
た

せ
る
た
め
に
も
、
市
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

な
ど
に
よ
る
人
材
確
保
の
支
援
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

働
い
て
い
る
人
の
職
種
は
？

建設業
8.3％

製造業
38.2％

運輸業
郵便業
8.6％

医療・福祉
17.1％

サービス業
10.4％

その他産業
8.6％

生活関連サービス業
娯楽業  1.3％

卸売業・小売業
宿泊業・飲食業  
７％

図４　産業別被保険者の割合（高梁市）

農業・林業  0.5％

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
の
調
査
に
よ
る

と
、
雇
用
保
険
の
産
業
別
被
保
険
者
の

割
合
は
、
製
造
業
が
38
％（
３
３
６
１

人
）と
最
も
多
く
、次
に
医
療
・
福
祉
が

17
％（
１
５
０
０
人
）、サ
ー
ビ
ス
業
が

10
％（
９
１
６
人
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
娯
楽
業
や
生
活
関
連
サ
ー
ビ

ス
業
は
１
％（
１
１
４
人
）、
農
業
・
林

業
は
0.5
％（
46
人
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

4H30 (2018) 11 月



特集　どうなる？高梁の雇用

雇
用
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

　
人
手
不
足
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
の
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

人
口
減
少
で
す
。
特
に
高
梁
市
は
そ
の

傾
向
が
大
き
く
、
高
齢
化
率
の
推
移
や

年
齢
別
の
求
職
者
の
状
況
を
見
て
も
そ

の
様
子
が
分
か
り
ま
す
。

　
高
梁
市
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
23
年

10
月
末
の
35
・
94
％
に
対
し
平
成
30
年

10
月
末
で
は
39
・
48
％
と
３
・
54
％
増

と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
の
割
合
が
増

え
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
に
登
録

し
て
い
る
求
職
者
の
年
齢
構
成
を
見
る

と
、
平
成
19
年
度
は
55
〜
59
歳
が
15
・

２
％
と
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
29

年
度
は
60
〜
64
歳
が
14
・
４
％
と
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
55
歳
以
上
の
割
合
は

32
・
６
％
で
、
岡
山
県
内
の
55
歳
以
上

が
占
め
る
割
合
27
％
と
比
較
し
て
も
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
19
年
度
に
は
２
・
５
％

だ
っ
た
65
歳
以
上
の
求
職
者
は
、
平
成

30
年
に
は
８
・
６
％
と
非
常
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
の
就
職
状
況
は
？

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
で
は
、
管
内
の

高
校
卒
業
者
の
就
職
状
況
を
調
査
し
て

い
ま
す
。　

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
30
年
３
月
に

卒
業
し
た
高
校
生
の
就
職
状
況
は
、
卒

業
者
数
３
４
１
人
の
う
ち
98
人
が
就
職

し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
市
内
の
企
業

へ
就
職
し
た
人
は
34
人
で
就
職
者
の
約

３
割
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
の
就
職
者

数
は
市
内
就
職
を
含
め
88
人
と
、
約
90

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
平
成
31
年
３
月
に
高
校
を
卒

業
予
定
の
生
徒
３
５
８
人
の
う
ち
、
１

３
０
人
が
就
職
を
希
望
し
て
お
り
、
昨

年
度
と
同
様
に
約
３
割
程
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
製
造
業
な
ど
の

「
生
産
工
程
」
の
職
業
を
希
望
す
る
生

徒
が
58
人
と
約
半
数
を
占
め
て
お
り
、

専
門
課
程
で
学
ん
だ
こ
と
を
就
職
に
生

か
そ
う
と
す
る
生
徒
が
多
い
一
方
で
、

サ
ー
ビ
ス
や
販
売
、
事
務
な
ど
の
職
業

を
希
望
す
る
生
徒
も
徐
々
に
増
え
て
い

ま
す
。

ハローワーク高梁管内高等学校卒業予定者の求職状況（平成 31 年３月卒業）　　　　　　　   （人）
卒業予定者数 希望職業

就職希望者数 専門・技術 事務 販売 サービス 保安 生産工程 輸送・機械運転 建設・採掘 運輸・清掃など 未定
計 358 130 １ ９ 11 27 ６ 58 ３ ０ ５ 10
男 179 72 １ ５ ３ ３ ６ 42 ３ ０ ５ ４
女 179 58 ０ ４ ８ 24 ０ 16 ０ ０ ０ ６

ハローワーク高梁管内高等学校卒業者の就職状況（平成 30 年３月卒業）　　　　　　　　　　   （人）

卒業者数 就職希望者数 就職者数 うち県内
うち高梁所管内の企業への就職者数

計 高梁市 吉備中央町
計 341 99 98 88 37 34 ３
男 159 51 50 46 20 17 ３
女 182 48 48 42 17 17 ０

35

36

37

38

39

40

（%）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H30 H29

35.94

35.70
36.36

37.04 37.84

38.34
38.97

39.48

図５　高梁市の高齢化率の推移

年齢別有効求職者状況（割合）

年齢別
平成 19 年度 平成 29 年度

求職者（人） 構成比 求職者（人） 構成比
24 歳以下 905 12.8% 583 11.1%
25 ～ 29 歳 924 13.1% 552 10.5%
30 ～ 34 歳 798 11.3% 549 10.5%
35 ～ 39 歳 519 7.4% 519 9.9%
40 ～ 44 歳 497 7.1% 472 9.0%
45 ～ 49 歳 643 9.1% 409 7.8%
50 ～ 54 歳 760 10.8% 454 8.6%
55 ～ 59 歳 1068 15.2% 502 9.6%
60 ～ 64 歳 760 10.8% 756 14.4%
65 歳以上 173 2.5% 454 8.6%

計 7047 人 5250 人
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地
元
の
企
業
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地

元
で
の
就
職
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
高
校
の
進
路
指
導
担
当
教
諭
や

卒
業
予
定
の
就
職
希
望
者
に
対
し
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
・
新
見
管
内
地
域
の

産
業
事
情
の
説
明
会
を
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
７
月
26
日
に
行
い
、

22
事
業
所
と
高
校
生
１
０
８
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

産
業
事
情
説
明
会

市
内
企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

　
高
校
生
を
対
象
と
し
た
企
業
見
学
の

バ
ス
ツ
ア
ー
を
平
成
30
年
３
月
23
日
に

初
め
て
開
催
し
、
製
造
業
の
２
社
を
訪

問
し
ま
し
た
。
社
内
見
学
や
若
手
社
員

と
懇
談
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
高
校
生
・
中
学
生
を
対
象

と
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
お

り
、
新
た
に
市
内
の
病
院
や
福
祉
施
設

な
ど
を
見
学
す
る
コ
ー
ス
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
と
一
般
求
職

者
向
け
の
就
職
フ
ェ
ア
を
、
11
月
５
日

に
開
催
し
ま
し
た
。
高
梁
市
と
吉
備
中

央
町
の
11
事
業
所
に
よ
る
面
接
会
に

は
、
求
職
者
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は「
介
護
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

も
設
け
、
介
護
職
種
を
希
望
す
る
求
職

者
の
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

高
梁
・
吉
備
中
央
町

　
　
　
　
地
域
就
職
フ
ェ
ア

　
総
社
市
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
合

同
で
、
パ
ー
ト
お
よ
び
ア
ル
バ
イ
ト
を

希
望
す
る
求
職
者
を
対
象
と
し
た
面
接

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
10
月
17
日
に
総
社
市
で
、
10
月
22
日

に
高
梁
市
で
開
催
し
た
就
職
フ
ェ
ア
は

今
回
が
初
め
て
の
試
み
で
、
両
市
か
ら

合
わ
せ
て
30
事
業
所
が
参
加
し
、
企
業

の
事
業
説
明
や
求
人
情
報
を
提
供
し
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
人
の
中
に
は
、
説
明
を
受

け
た
企
業
へ
実
際
に
就
職
し
た
人
も
い

ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
他
市
町
村

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

高
梁
市
・
総
社
市

　
　
　
　
合
同
就
職
フ
ェ
ア

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
就
職
フ
ェ

ア
・
生
涯
現
役
セ
ミ
ナ
ー

　
高
年
齢
者
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
、
生
涯
現
役
で
活
躍
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
就
労
意
欲
を
喚
起
す
る
セ
ミ

ナ
ー
と
併
せ
て
高
年
齢
者
の
雇
用
を
検

討
す
る
事
業
所
と
就
労
を
希
望
す
る
高

年
齢
者
を
対
象
と
し
た
就
職
説
明
会
を

昨
年
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
２
日
の
開
催
時
に
は
７
事
業
所

と
求
職
者
33
人
が
参
加
し
、
セ
ミ
ナ
ー

で
は
社
会
保
険
労
務
士
を
講
師
に
招

き
、
年
金
制
度
や
税
金
の
あ
ら
ま
し
、

定
年
後
の
生
活
設
計
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
、
再
就
職
に
関
す
る
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　
市
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
な
ど
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

高校生が若手社員に質問

生涯現役セミナーの様子

企業説明の様子（総社会場）

雇
用
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
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少
な
い
状
況
で
す
。

　
今
後
は
大
学
生
を
対
象
と
し
た
企
業

説
明
会
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
な

ど
、
製
造
業
と
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
な

の
か
、
ど
の
よ
う
な
会
社
で
あ
る
か
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

イーグル工業（株） 業務課長

清
し み ず

水 大
だいすけ

輔 さん

大
学
卒
・
中
途
採
用
な
ど
も
必
要

　
当
社
で
は
、
毎
年
高
校
生
を
６
人
程

度
採
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
生
産
が
増

え
製
造
現
場
が
人
手
不
足
の
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度
は
10
人
程

度
採
用
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
製
造
現
場
の
自
動
化
が
進
む

と
と
も
に
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

に
従
来
以
上
の
知
識
・
技
能
が
求
め
ら

れ
、
デ
ー
タ
分
析
な
ど
の
専
門
的
な
業

務
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
学
や

専
門
学
校
で
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を

地
元
企
業
と
し
て
の
思
い
①

企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
を
通
し
て

　
今
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
企
業
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
私
た
ち
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
高
校
生
が
若

手
社
員
と
話
す
こ
と
で
「
働
く
」
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
た
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
実
際
に
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
人
の
中
で
当
社
を
希
望
し
、
採

用
に
つ
な
が
っ
た
実
績
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
積
極
的
に

活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

女性社員も活躍中！

身
に
付
け
た
人
や
、
資

格
を
有
す
る
人
の
中
途

採
用
に
も
力
を
入
れ
始

め
て
い
ま
す
。　

　
し
か
し
、
製
造
現
場

は
「
作
業
者
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の

か
、
応
募
者
が
非
常
に

　
併
せ
て
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
夏
祭
り
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
中
学
生

の
職
場
体
験
学
習
を
通
し

て
、
会
社
の
雰
囲
気
な
ど

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
す
。
実
際
に
就
職
フ
ェ
ア
の
参
加
者

か
ら
看
護
師
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
求
人
数
に
対
し

て
の
参
加
者
が
少
な
く
、
私
た
ち
が
求

め
る
雇
用
の
確
保
に
ま
で
つ
な
が
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
、
今
後
の
課
題
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

高梁中央病院　事務長

赤
あ か き

木 純
じゅんいち

一  さん

看
護
師
・
若
者
の
雇
用
確
保
が
課
題

　
当
院
で
は
新
規
学
卒
者
の
就
職
が
少

な
く
、
看
護
師
の
平
均
年
齢
も
48
歳
と

一
般
企
業
に
比
べ
高
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
他
の
市
内
医
療
機
関
も
同
じ
よ

う
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
私
た
ち

は
医
療
・
介
護
の
現
場
や
業
務
内
容
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
お
り
、
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る

就
職
フ
ェ
ア
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
い

地
元
企
業
と
し
て
の
思
い
②

実
際
に
体
験
し
て
み
る
こ
と
が
大
事

　
当
院
は
中
学
生
の
職
場
体
験
学
習
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
職
場

体
験
に
来
て
く
れ
た
中
学
生
が
社
会
人

と
し
て
高
梁
中
央
病
院
に
就
職
を
し
て

く
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
業
務
内
容
を
知
っ
て
も
ら

う
だ
け
で
な
く
実
際
に
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
も
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

毎
年
５
月
に
「
看
護
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
子
ど

も
た
ち
が
医
師
や
看
護
師
の
制
服
を
着

た
り
、
薬
剤
師
の
業
務
を
体
験
で
き
た

り
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
幼
少
期
の
早
い
段
階
か
ら
、
医
療
・

介
護
の
現
場
に
少
し
で
も
触
れ
て
も
ら

う
こ
と
が
、
高
梁
地
域
で
の
医
療
・
介

護
の
体
制
の
強
化
、
将
来
の
た
め
の
雇

用
確
保
に
向
け
て
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

救急救命士の制服を体験！
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本
校
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど
で
生
徒
が
企
業
を
訪
問
す
る
ほ
か
、

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
産
業
事
情
説
明

会
や
今
年
３
月
に
行
わ
れ
た
企
業
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
で
、
地
元
の
企
業
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
り
社
会
人
と
直
接

話
を
し
た
り
で
き
る
た
め
、
貴
重
な
経

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

高梁城南高校 進路指導課長

小
こばやし

林 幸
ゆ き お

男 教諭

約
６
割
の
生
徒
が
就
職
し
て
い
る

　
本
校
の
生
徒
は
毎
年
約
６
割
が
就
職

を
希
望
し
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
５
月

に
か
け
て
進
路
希
望
を
聞
き
、
就
職
希

望
者
に
は
面
接
の
受
け
方
や
実
践
、
履

歴
書
の
記
入
方
法
な
ど
の
説
明
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
県
内
外
の
企
業
か
ら
約

５
０
０
件
の
求
人
票
が
届
き
ま
す
。
生

徒
は
そ
れ
を
見
な
が
ら
就
職
先
を
考

進
路
指
導
教
諭
の
思
い

高
梁
市
内
の
企
業
へ
就
職
し
ま
し
た
。

そ
の
多
く
の
生
徒
が
志
望
動
機
に
「
地

元
で
働
き
た
い
」
と
記
入
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
も
本
校
独
自
の
取
り
組

み
、
そ
し
て
市
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁

な
ど
の
説
明
会
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

仕
事
や
企
業
を
知
る
こ
と
が
大
事

説明会の様子

え
、
希
望
す
る
企
業
説

明
会
へ
参
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
学
校
に

よ
る
企
業
へ
の
推
薦
や

履
歴
書
の
提
出
を
経
て

就
職
す
る
と
い
う
流
れ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
卒
業

生
１
１
９
人
の
う
ち
60

人
が
就
職
し
、
26
人
が

　
中
学
生
の
職
場
体
験
学
習

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
先
に
述
べ
た
説
明
会
や

企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、

生
徒
に
と
っ
て
地
元
の
企
業

を
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る

良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
若
い
世
代
が
高
梁

で
働
き
、
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

の
で
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て

も
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

中村建設（株）

丹
たんしょう

正 純
じゅんいち

一  さん

地
元
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
た

　
市
外
の
高
校
・
大
学
へ
進
学
し
高
梁

を
離
れ
ま
し
た
が
、
地
元
で
あ
る
備
中

町
が
大
好
き
で
、
仕
事
で
も
地
域
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
市
内
の
企

業
に
就
職
し
ま
し
た
。
現
在
は
営
業
部

と
し
て
県
内
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
建
築
の
専
門
用
語
を
覚
え
る
の

に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
周
り
の
先
輩
に

助
け
ら
れ
な
が
ら
責
任
感
を
持
っ
て
仕

　
４
月
に
開
催
さ
れ
た
新
規
学
卒
就
職

者
激
励
会
に
先
輩
社
員
と
し
て
参
加

し
、
業
務
内
容
や
仕
事
を
通
し
て
感
じ

た
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
試
み
は
今
回
が
初
め
て
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
同
年
代
の
社
会
人
か
ら
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
は
少
な
い

高
梁
に
は
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
る

事
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
小
さ
い
頃
か
ら
親
し
ん
で
き
た
備
中

神
楽
や
渡
り
拍
子
を
こ
れ
か
ら
も
続
け

た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
、
地
元
に
戻
っ

て
き
た
理
由
の
１
つ
で
す
。
多
く
の
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
た
く
さ
ん

の
方
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
こ
の
伝
統
文
化
を
若
い
世
代
で
継

承
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
高
梁
に
は
、
他
の
市
町
村
に
負
け
な

い
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
地
で
多
く
の
皆
さ
ん
が

就
職
し
、
高
梁
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

地
元
で
働
く
若
者
と
し
て

同
年
代
か
ら
話
を
聞
く
場
は
大
事

地元に残る仲間たちと一緒に
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ハローワーク高梁 所長　丸
まるやま

山  隆
りゅうじ

二さん

雇
用
情
勢
は
変
化
し
て
い
る

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
の
雇
用
情
勢
を

見
る
と
、
10
年
前
に
は
有
効
求
人
倍
率

が
0
・
５
倍
台
と
、
就
職
す
る
こ
と
が

非
常
に
厳
し
い
時
代
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
企
業
が
人
材
を
確
保
す
る

こ
と
が
非
常
に
困
難
な
状
況
で
あ
り
、

当
時
か
ら
立
場
が
逆
転
し
て
い
ま
す
。

で
き
る
限
り
の
取
り
組
み
を

　
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
が
年
々
減
少

し
、
企
業
か
ら
の
求
人
募
集
は
増
加
す

る
と
い
う
状
況
は
全
国
的
に
同
じ
傾
向

で
す
が
、
高
梁
市
に
つ
い
て
は
少
子
高

齢
化
と
若
者
の
市
外
へ
の
流
出
が
顕
著

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
将
来
に
向
け
て

　
雇
用
に
お
け
る
今
後
の
課
題
、
そ
し
て
将
来
目
指
す
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
高
梁
の
丸
山
隆
二
所
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
は

　

正
式
名
称
は
「
公
共
職
業
安
定
所
」

で
、
国
民
に
安
定
し
た
雇
用
機
会
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
厚
生
労
働

省
が
設
立
し
た
行
政
機
関
で
す
。
求
職

者
に
は
就
職（
転
職
）に
つ
い
て
の
相

談
・
指
導
や
、
適
性
・
希
望
に
あ
っ
た

職
場
へ
の
職
業
紹
介
、
雇
用
保
険
の
受

給
手
続
き
を
、雇
用
主
に
は
雇
用
保
険
、

雇
用
に
関
す
る
国
の
助
成
金
・
補
助
金

の
申
請
窓
口
業
務
や
、
求
人
の
受
理
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
は
昭
和
13
年
に

「
高
梁
職
業
紹
介
所
」
と
し
て
設
立
さ

れ
、
高
梁
市
と
吉
備
中
央
町（
旧
賀
陽

町
）を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
☎（
22
）２
２
９
１段町にあるハローワーク高梁

　
そ
の
よ
う
な
中
、
一
人
で
も
多
く
の

皆
さ
ん
に
働
き
手
と
し
て
市
内
で
活
躍

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
市
と
の
共
催
事
業
と
し
て
、
若
い

世
代
や
女
性
・
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
対

象
と
し
た
就
職
フ
ェ
ア
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

の
開
催
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た
産
業

事
情
説
明
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
学
生

の
皆
さ
ん
に
高
梁
の
企
業
な
ど
を
よ
く

知
っ
て
い
た
だ
き
、
地
元
就
職
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
採
用
す
る
側
の
企
業
な
ど

は
、
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
を
は
じ

め
、
雇
用
環
境
の
改
善
、
整
備
を
進
め

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
人
手
不
足
に
よ
り
人
材
確
保
が
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
ま
す
ま

す
進
む
で
あ
ろ
う
少
子
化
に
よ
り
、
こ

の
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
て
い
く

可
能
性
が
高
い
で
す
。

　

今
後
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
で
は
、

市
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
企
業
や
求

職
者
を
支
援
で
き
る
体
制
づ
く
り
や
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

職業相談も受け付けています
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①懐中電灯・ 携帯ラジオ （予備の電池）　②携帯電話・スマートフォン （予備のバッテリー）　③ヘルメットまたは防災ずきん
④非常食・飲料水 （乾パンなど火を通さないで食べられるもの、ミネラルウオーターなど）　
⑤救急薬品・常備薬 （消毒薬、解熱剤、胃腸薬、かぜ薬、鎮痛剤、目薬、体温計、ばんそうこう、ガーゼ、マスク など）
⑥衛生用品 （せっけん、ティッシュペーパー、紙おむつ など）　
⑦貴重品 （現金、預貯金通帳、健康保険証、免許証、印鑑 など）　
⑧衣類 （上着、下着、靴下、手袋、雨具、タオル など）　 
⑨生活用品 （ライター、ナイフ、缶切り、ビニール袋など）　
⑩その他 （紙コップ、紙皿、ろうそく、筆記用具 など）

復興に向けて～平成 30年７月豪雨～

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
関
す
る
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
や
現
状
、
支
援
制

度
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

復
興
に
向
け
て

～
平
成
30
年
７
月
豪
雨
～　

第
３
回

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
一
部
機
能
が
復
旧

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
居
住
す
る

住
家
が
被
害
を
受
け
た
人
で
、
り
災
証
明

書
の
り
災
程
度
が
床
上
浸
水
以
上
、
ま
た

は
半
壊
以
上
の
人
は
保
険
料
の
減
免（
免

除
）対
象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
減
免
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
通
知
が
届
い
て
い
な
い
人
は
医
療
連

携
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
保
険
料

　
平
成
30
年
度
分
の
保
険
料
で
、
り
災
日

か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
普

通
徴
収
の
納
期
限（
特
別
徴
収
は
年
金
給

付
の
支
払
日
）が
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の

問
医
療
連
携
課
☎（
21
）０
２
５
８

被
災
者
へ
の
支
援
制
度
な
ど

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
の
減
免
に
つ
い
て

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
機
能
が
一
部
復

旧
し
、「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の
受
け
入

れ
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
き
き
ょ
う
緑
地
災
害
ご
み

仮
置
き
場
へ
、一
般
家
庭
や
事
業
所
な
ど
の

燃
や
せ
な
い
ご
み（
災
害
に
伴
う
ご
み
は

除
く
）を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
１
時
～

４
時
30
分（
月
曜
日
～
金
曜
日
・
祝
日
を

除
く
）

問
高
梁
地
域
事
務
組
合
☎（
22
）４
６
５
１

雑
損
控
除
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
個
別
相
談
会

日にち 場所 時間
12月 ９日（日） 市役所３階大会議室

午前９時 30 分～午後４時12月10日（月） 高梁総合文化会館
レクチャールーム12月12日（水）

　

高
梁
税
務
署
で
は
、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に

よ
り
住
家
や
家
財
な
ど

が
被
害
を
受
け
た
人
を

対
象
に
、
平
成
30
年
分

の
確
定
申
告
に
係
る
雑

損
控
除
な
ど
の
個
別
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み　

12
月
５
日

（
水
）ま
で
に
高
梁
税
務

署
へ

問
高
梁
税
務
署
☎（
22
）

２
５
６
４

持
ち
出
し
品
と
備
蓄
品
を

　

 

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
衣
類
な
ど
の
持
ち
出
し

品
は
必
要
な
分
を
用
意
し
、
す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
断
た
れ
る
こ
と
も

想
定
し
て
、
非
常
食
や
飲
料
水
な
ど
の
備

蓄
品
も
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
課
☎（
21
）０
２
０
９

主な非常持ち出し品・備蓄品
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まちのできごと

復興を祈念して～NHK公開録画～
10月27日　高梁総合文化会館（原田北町）

会場に設置された特設ステージ

備中ふるさとまつり

風ぐるまフェスタ2018in うかん心のふれあうなりわ祭り

かわかみふるさと物産まつり

　お笑い芸人とアニメ声優が３Dアニメを使った
コントや大喜利などを披露するＮＨＫの番組「笑

わら

アニさまがやってくる」（市・ＮＨＫ岡山放送局
共催）の公開録画が行われました。
　お笑い芸人のサンドウィッチマンのお二人や声
優の森

も り く ぼ

久保祥
しょうたろう

太郎さんらが出演し、会場は大きな
歓声に包まれました。

紅茶を優雅に味わう
10月27日　栄町商店街（栄町）

高梁紅茶など市の名産品を味わう来場者

　県内外の地紅茶をアーケードの下で楽しむこと
ができる「第７回高梁地紅茶まつり」（同実行委員
会主催）が開催されました。
　地紅茶カフェに並んだ各産地の地紅茶や高校生
が商品開発したお菓子を、市内外から訪れた多く
の人が味わっていました。また、ステージではダ
ンスや備中神楽などが披露されました。

思いを胸にたすきをつなぐ
11月９日　神原スポーツ公園（松原町）

優勝を目指して

　「第 63回高梁支部中学校駅伝大会」（中学校体
育連盟高梁支部主催）が神原スポーツ公園で開催
され、市内の中学校から男子８チーム、女子８チ
ームが出場しました。
　参加した生徒は、神原スポーツ公園内を一生懸
命に走り切り、男子の部は高梁中学校A、女子の
部は高梁中学校Aが優勝しました。

「がんばろう高梁」を合言葉に
10月７日～28日　市内各所

各会場は多くの人でにぎわう

　市内各所で秋の祭りが開催されました。
　各会場では、地元団体などが地域の特産品をは
じめピオーネや山菜おこわなど、ふるさとの味を
販売。ステージイベントでは、地元芸能や備中神
楽、キャラクターショーなどが行われ、来場者は
秋のひとときを満喫し、どの会場も大いに盛り上
がっていました。

11 H30 (2018) 11 月



川
上
診
療
所 

所
長

菅す
が
は
ら原 

英え
い
じ次

さ
ん（
岡
山
市
）

　

3
期
12
年
に
わ
た
り
備
中
町
議
会
議

員
を
務
め
ら
れ
た
新
倉
さ
ん
は
、
平
成

４
年
に
初
当
選
し
、
平
成
12
年
11
月
か

ら
平
成
16
年
９
月
ま
で
副
議
長
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
振
興
や
公

設
医
療
施
設
の
整
備
、
道
路
の
改
良
整

備
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、
町
政
の
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
倉
さ
ん
は
、「
今
回
の
受
章
は
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
余
生
を
過
ご
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

功
績
を
た
た
え
ま
す

　
平
成
７
年
に
川
上
診
療
所
の
所
長
と

し
て
赴
任
以
来
、
地
域
の
住
民
が
住
み

慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
や
、

在
宅
医
療
の
推
進
に
熱
心
に
取
り
組
ま

れ
、
地
域
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充

実
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

菅
原
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
住
民

と
共
に
、
医
療
・
福
祉
の
視
点
か
ら
の

『
ま
ち
づ
く
り
』
を
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

元
備
中
町
議
会
議
員

新し
ん
く
ら倉 

裕ゆ
た
かさ

ん（
備
中
町
布
賀
）

第
58
回
岡
山
県
農
林
漁
業
近
代
化
表
彰

　

水
田
農
業
の
経
営
を
中
心
に
、
自
家

栽
培
の
も
ち
米
を
使
い
餅
を
販
売
す
る

６
次
産
業
化
や
、
和
牛
放
牧
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
再
生
に
取
り
組
み
、
不
利

な
立
地
条
件
の
中
で
売
り
上
げ
額
を
伸

ば
し
て
い
ま
す
。
特
に
加
工
部
門
で
は

魅
力
あ
る
商
品
開
発
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

代
表
理
事
の
川
上
さ
ん
は
、「
こ
の

よ
う
な
賞
を
受
賞
で
き
て
大
変
光
栄
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

農
事
組
合
法
人 

な
ら
い

代表理事 川
かわかみ

上 功
つとむ

さん 

　
地
域
社
会
福
祉
、
保
健
環
境
衛
生
な

ど
の
厚
生
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
取
り
組
む
個
人
を
顕
彰
す
る
「
山
川

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰
」
の
受
賞
者
が
決

定
し
、
10
月
13
日
に
高
梁
総
合
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
た
「
高
梁
市
健
康
福
祉

の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

※
同
賞
は
元
備
北
信
用
金
庫
理
事
長
・

故
山や

ま
か
わ川

昭あ
き
らさ

ん
の
ご
遺
族
の
寄
付
を
も

と
に
設
置
さ
れ
、
平
成
13
年
度
か
ら
顕

彰
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

地
域
社
会
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労

農
林
水
産
大
臣
賞

岡
山
県
知
事
・
山
陽
新
聞
社
社
長
連
名
賞

山
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰

国
民
健
康
保
険
関
係
功
績
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

高
齢
者
叙
勲
【
旭
日
単
光
章
】

小こ
だ
に谷 

善よ
し
か
ず一

さ
ん（
巨
瀬
町
）

問
秘
書
広
報
課 

☎（
21
）０
２
１
０
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教
育
、
学
術
、
文
化
、
体
育
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
他
の
模
範
と
な
る
個
人
や
団
体

を
表
彰
す
る
「
高
梁
市
教
育
委
員
会
表
彰
」
の
表
彰
式
が
、
11
月
１
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
か
ら
高
梁
北
婦
人
会
長
と

し
て
、
地
域
の
奉
仕
活
動
や
福
祉
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
20
年
か
ら
は
市
婦
人
協
議
会

長
と
し
て
10
年
に
わ
た
り
、
婦
人
会
の

運
営
と
活
動
を
統
括
的
に
担
い
、
女
性

の
活
動
促
進
や
地
域
貢
献
活
動
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
社
会
教
育
委
員
、
交
通
安
全
母
の
会

会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
社
会
教
育
の

振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

丸ま
る
い
け池 

宣の
ぶ
こ子

さ
ん（
松
原
通
）

　

平
成
20
年
か
ら
10
年
に
わ
た
り
、
高

梁
中
央
公
民
館
長
・
高
梁
公
民
館
長
と

し
て
、
各
種
公
民
館
講
座
の
実
施
や
地

域
学
校
協
働
活
動
、
子
ど
も
と
地
域
と

の
交
流
を
深
め
る
「
子
ど
も
高
梁
学
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
、
公
民
館
活
動
の
充
実
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
委
員
や
人
権
教
育
推
進
委

員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、社
会
教
育
の
振

興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

小お
ぐ
ら倉 

浩ひ
ろ
しさ

ん（
高
倉
町
大
瀬
八
長
）

　

平
成
13
年
の
発
足
以
来
、「
松
山
踊

り
」
を
構
成
す
る
３
種
の
踊
り
の
一
つ

で
あ
る
「
仕し

ぐ
み組
踊
り
」
の
継
承
・
普
及

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。「
仕
組
踊
り
」
を
受
け
継
い
で
い

く
唯
一
の
団
体
と
し
て
の
地
道
な
活
動

は
、「
松
山
踊
り
」
の
県
指
定
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
の
指
定
に
も
多
大
に
寄

与
し
、
伝
統
文
化
の
保
護
・
継
承
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

仕
組
踊
り
保
存
会 

城じ
ょ
う
せ
ん扇

高
梁
市
教
育
委
員
会
表
彰

功
績
を
た
た
え
ま
す

代表者 大
おおかわ

河 広
ひ ろ み

美さん（左） 

亀か
め
や
ま山 

幸さ
ち
こ子

さ
ん（
南
町
）

　

高
梁
公
民
館
講
座
「
民み
ん
よ
う踊
」
の
講
師

と
し
て
、
13
年
の
長
き
に
わ
た
り
指
導

に
あ
た
ら
れ
、
生
涯
教
育
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
梁
公
民
館
講
座
「
華
道（
松
し
ょ
う
げ
つ月
堂ど
う
古こ

流り
ゅ
う）」
の
講
師
と
し
て
、
40
年
の
長
き
に

わ
た
り
指
導
に
あ
た
ら
れ
、
生
涯
教
育

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

金
かねいし

石 松
ま つ お

夫さん（右） 

東ひ
が
し
ひ
ら平 

京み
や
こ子

さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

高
梁
市
教
育
委
員
会
教
育
長
表
彰

13 H30 (2018) 11 月



詩 

部
門

「
こ
こ
ろ
色
」

山や
ま
か
わ川 

眞ま

ち

こ
智
子
さ
ん

（
川
面
町
）

短
歌 
部
門

「
厨
で
の
独
り
言
」

川か
わ
か
み上 

幸さ
ち
こ子

さ
ん

（
成
羽
町
長
地
）

川
柳 

部
門

「
わ
が
家
」

妹せ
の
お尾 

昌ま
さ
よ
し美

さ
ん

（
東
町
）

童
謡
作
詞 

部
門

「
小
さ
な
小
さ
な
ア
リ
さ
ん
へ
」

德と
く
だ田 

眞ま
び
と人

さ
ん

（
津
川
町
今
津
）

俳
句 

部
門

「
梅
雨
豪
雨
」

木き
ぐ
ち口 

郷さ
と
し史

さ
ん

（
成
羽
町
成
羽
）

詩 

部
門

「
青
い
金
魚
」

池い
け
だ田 

愛あ
い
こ子

さ
ん

（
川
上
小
５
年
）

佳
作

一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部

小
説
・
随
筆 

部
門
…
山や

ま
か
わ川 

眞ま
ち
こ
智
子
さ
ん（
川
面
町
）

詩 

部
門
…
西に

し
む
ら村 

毅つ
よ
しさ

ん（
中
井
町
西
方
）

短
歌 

部
門
…
柴し

ば
く
ら倉 

弥や
え
こ

枝
子
さ
ん（
川
面
町
）

俳
句 

部
門
…
柳や

な
い井 

ア
キ
ヨ
さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

川
柳 

部
門
…
鈴す

ず
む
ら村 

繁し
げ
み實

さ
ん（
川
上
町
地
頭
）

童
謡
作
詞 

部
門
…
山や

ま
か
わ川 

眞ま
ち
こ

智
子
さ
ん（
川
面
町
）

小
・
中
学
生
の
部

詩 
部
門
…
森も

り
し
た下 

遥は
る
な夏

さ
ん（
富
家
小
３
年
）

短
歌 
部
門
…
１
席
・
石い

し
い井 

心こ
こ
ね音
さ
ん（
高
梁
小
３
年
）

　
　
　
　
　

 
２
席
・
藤ふ

じ
も
と本 

典の
り
こ子

さ
ん（
巨
瀬
小
６
年
）

俳
句 

部
門
…
１
席
・
長は

せ
が
わ
谷
川 

俊し
ゅ
ん
す
け
輔
さ
ん（
高
梁
小
３
年
）

　
　
　
　
　

 

２
席
・
西に

し
か
わ川 
夏か

り
ん鈴
さ
ん（
富
家
小
５
年
）

 　
　
　
　
　
３
席
・
石い

し
い井 

心こ
こ
ね音

さ
ん（
高
梁
小
３
年
）

川
柳 

部
門
…
長は

せ
が
わ
谷
川 

俊し
ゅ
ん
す
け
輔
さ
ん（
高
梁
小
３
年
）

短
歌 

部
門

「
夏
の
川
」

森も
り
し
た下 

葵あ
お
いさ

ん

（
富
家
小
６
年
）

俳
句 

部
門

「
夏
」

耕こ
う
だ田 

美み

お桜
さ
ん

（
川
上
中
３
年
）

一般・高校・大学生の部小・中学生の部 第
14
回
高
梁
市
文
学
選
奨

全
国
防
犯
功
労
者（
防
犯
栄
誉
銀
章
）表
彰

◎
小こ
い
け池 

悦え
つ
お夫

さ
ん

（
地
域
安
全
推
進
員
協
議
会
高
梁
駅
前
交
番
班
）

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
知
事
表
彰

◎
地
域
安
全
推
進
員
協
議
会
川
面
班

◎
木き
ぐ
ち口 

健つ
よ
しさ

ん

（
地
域
安
全
推
進
員
協
議
会
成
羽
交
番
班
）

◎
江え
ぐ
さ草 

孝こ
う
い
ち一

さ
ん

（
地
域
安
全
推
進
員
協
議
会
副
会
長
）

岡
山
県
防
犯
協
会
長
・
岡
山
県
警
察
本
部
長
連
名
表
彰

◎
三み
と
ま笘 

明あ
き
らさ

ん

（
地
域
安
全
推
進
員
協
議
会
地
頭
班
）

高
梁
防
犯
連
合
会
長
・
高
梁
警
察
署
長
連
名
表
彰

◎
小こ
ぶ
き吹 

栄さ
か
し志

さ
ん

（
地
域
安
全
推
進
員
協
議
会
仁
賀
班
副
班
長
）

◎
江え
ぐ
さ草 

脩お
さ
むさ

ん

（
地
域
安
全
推
進
員
協
議
会
仁
賀
班
）

　

第
14
回
高
梁
市
文
学
選
奨
は
「
一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部
」
６
部
門

46
点
、「
小
・
中
学
生
の
部
」
４
部
門
70
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査

の
結
果
、
入
選
９
点
と
佳
作
13
点
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
、
本
年
度
に
発
刊
す
る
『
高
梁
の
文
学
』
に
掲
載
し
ま
す
。

防
犯
功
労
者
・
団
体
表
彰

川
柳 

部
門

「
夏
休
み
の
あ
る
日
」

大お
お
た
き瀧 

夏な

お緒
さ
ん

（
高
梁
小
５
年
）

入
選
作
品

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
個

人
や
団
体
を
表
彰
す
る
「
防
犯
功
労
者
・

団
体
表
彰
」
の
表
彰
式
が
、
10
月
８
日
に

ポ
ル
カ
天
満
屋
ハ
ピ
ー
タ
ウ
ン
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
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第
73
回
国
民
体
育
大
会
／
陸
上
・
成
年
女
子

１
０
０
㍍　
　
　
（
10
月
５
日
～
10
月
９
日
・
福
井
県
）

齋さ
い
と
う藤 

愛あ

み美
さ
ん（
落
合
町
近
似
）  

大
阪
成
蹊
大
学
１
年

「
進
学
で
環
境
も
変
化
し
け
が
に

も
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
年
齢
層

の
広
い
『
成
年
』
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
初
出
場
し
、
一
定
の
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
て
ほ
っ
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

栄
光
を
た
た
え
ま
す　
～
全
国
大
会
出
場
～

高た
か
つ
か塚 

綾あ
や
ね音

さ
ん（
イ
ー
グ
ル
工
業（
株
））

佐さ

さ

き
々
木 

佑ゆ

か香
さ
ん（
吉
備
国
際
大
学
４
年
）

逸へ
ん
み見 

桃も
も
こ子

さ
ん（
吉
備
国
際
大
学
４
年
）

池い
け
じ
り尻 

茉ま

ゆ由
さ
ん（
吉
備
国
際
大
学
４
年
）

呉ご

や屋 

絵え

り

こ
理
子
さ
ん（
吉
備
国
際
大
学
４
年
））

入い
り
ぐ
ち口 

菜な

の

か
之
花
さ
ん（
吉
備
国
際
大
学
４
年
）

間ま
み
ょ
う明 

瀬せ

な奈
さ
ん（
吉
備
国
際
大
学
４
年
）

吉よ
し
だ田 

凪な
ぎ
さ沙

さ
ん（
吉
備
国
際
大
学
４
年
）

後ご
と
う藤 

優ゆ
う
か香

さ
ん（
吉
備
国
際
大
学
２
年
）

丸ま
る
お尾 

梨り

な菜
さ
ん（
吉
備
国
際
大
学
３
年
）

ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

　
「
第
73
回
国
民
体
育
大
会
福
井
し
あ
わ
せ
元

気
国
体
」
の
サ
ッ
カ
ー
女
子
に
岡
山
県
代
表
と

し
て
出
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
高
梁
市
教
育
委

員
会
教
育
長
表
彰
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
を
贈
り
、

準
優
勝
を
た
た
え
ま
し
た
。

「
今
回
は
混
合
チ
ー
ム

で
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
が
、
一
人
一
人
が
岡

山
県
に
元
気
を
与
え
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
、
試
合
を
重
ね
る
ご

と
に
団
結
力
が
高
ま
り

ま
し
た
。
今
後
も
サ
ッ

カ
ー
を
通
し
て
、
元
気

や
勇
気
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
」

高
梁
市
教
育
委
員
会
教
育
長
表
彰

第
73
回
国
民
体
育
大
会
／
水
泳
・
少
年
男
子

Ｂ
50
㍍
自
由
形　
（
９
月
15
日
～
９
月
17
日
・
福
井
県
）

三み
む
ら村 

誠ま
こ
とさ

ん（
内
山
下
）  
高
梁
高
校
１
年

「
初
め
て
の
全
国
大
会
で
緊
張
し

ま
し
た
が
、
大
会
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
応
援
し
て
く
れ

た
家
族
や
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
胸
に
、
今
後
も
技
術
の
向

上
に
努
め
、
再
び
全
国
大
会
に
出

場
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

中な
か
だ田 

晴は
る
か香

さ
ん（
正
宗
町
）「

今
年
は
入
賞
で
き
ず
と
て
も
悔

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
地
域

の
皆
さ
ま
か
ら
の
声
援
が
と
て
も

励
み
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
出

場
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
」

第
73
回
国
民
体
育
大
会
／
サ
ッ
カ
ー

女
子　
　

  　
（
10
月
１
日
～
10
月
４
日
・
福
井
県
）

準
優
勝

問
秘
書
広
報
課 

☎（
21
）０
２
１
０

第
73
回
国
民
体
育
大
会
／
馬
術
・
成
年
女
子
自
由

演
技
馬
場
馬
術
競
技  

（
10
月
１
日
～
10
月
５
日
・
静
岡
県
）
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

10
月
臨
時
議
会

�
議
長
・
副
議
長
を
選
出

　
10
月
29
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
開
か
れ

た
平
成
30
年
高
梁
市
議
会
第
６
回
臨
時
会

に
お
い
て
、
申
し
合
わ
せ
に
よ
る
正
副
議

長
辞
職
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
新
た
に
議

長
お
よ
び
副
議
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

議　
長　
小こ
ば
や
し
し
げ
き

林
重
樹

副
議
長　
宮み
や

田た

公き
み

人ひ
と

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成
が
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。（
◎
は
委
員

長
、
○
は
副
委
員
長
。
敬
称
略
）

常
任
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

◎
内う
ち
田だ

大だ
い
治じ　
○
石い

し
井い

聡さ
と
美み

川か
わ

上か
み

修し
ゅ
う

一い
ち

・
倉く

ら

野の

嗣つ
ぎ

雄お

・
三み

村む
ら

靖や
す

行ゆ
き

・

石い
し
田だ

芳よ
し
生お

産
業
経
済
委
員
会

◎
森も
り

田た

仲な
か

一い
ち　
○
伊い

藤と
う

泰や
す

樹き

大お
お

月つ
き

健け
ん

一い
ち

・
宮
田
公
人
・
宮み

や

田た

好よ
し

夫お

・ 

平ひ
ら
松ま

つ
賢け

ん
司じ

市
民
生
活
委
員
会

◎
黒く
ろ

川か
わ

康や
す

司し　
○
石い

し
部べ

誠
ま
こ
と

川か
わ

上か
み

博ひ
ろ

司し

・
小
林
重
樹
・
森も

り

上か
み

昌ま
さ

生お

・ 

森も
り
和か

ず
之ゆ

き

宮田公人副議長 小林重樹議長

議
会
運
営
委
員
会

◎
川
上
修
一　
○
川
上
博
司

宮
田
公
人
・
森
田
仲
一
・
内
田
大
治
・ 

黒
川
康
司

議
会
広
報
公
聴
特
別
委
員
会

◎
石
田
芳
生　
○
石
井
聡
美

川
上
博
司
・
宮
田
好
夫
・
石
部
誠
・ 

森
上
昌
生
・
森
和
之
・
伊
藤
泰
樹

高
梁
地
域
事
務
組
合
議
会
議
員

小
林
重
樹
・
森
田
仲
一
・
黒
川
康
司
・ 

石
部
誠
・
伊
藤
泰
樹

監
査
委
員

倉
野
嗣
雄

問
議
会
事
務
局
☎（
21
）０
２
７
７

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
市
長

と
の
懇
談
会

　
10
月
22
日
に
東
京
都
内
で
開
催
し
た
懇

談
会
に
８
人
の
市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
出

席
し
ま
し
た
。
市
長
が
市
の
近
況
や
平
成

30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
状
況
を
報
告
し
、

市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

主
な
提
言
・
助
言

○
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
・
大
学
と
が

連
携
し
、
特
色
あ
る
教
育
・
人
づ
く
り
が

必
要
で
は
な
い
か
。

○
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ン
ペ
ー
ル
高
校
と
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で

フ
ラ
ン
ス
語
を
勉
強
す
る
機
会
が
あ
れ
ば

い
い
の
で
は
な
い
か
。

○
廃
校
の
活
用
に
つ
い
て
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
合
宿
所
に
す
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
国
際
交
流
に
活
用
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

○
観
光
に
つ
い
て
は
、
ア
ピ
ー
ル
と
受
け

皿
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
高
梁
市
斎
場
な

ど
の
施
設
を
他
の
自
治
体
と
一
緒
に
運
営

で
き
な
い
か
。
教
育
も
一
緒
だ
が
広
域
的
に

長
期
的
な
視
野
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

問
秘
書
広
報
課
☎（
21
）０
２
１
０

赤あ
か 

木ぎ 　

 

攻
お
さ
む

赤あ
か 

木ぎ 

恭き
ょ
う 

平へ
い

伊い 

藤と
う 

謙け
ん 

介す
け

大お
お 

橋は
し 

洋よ
う 

治じ

小お 

野の 

元も
と 

之ゆ
き

小こ 

池い
け 

明あ
き 

夫お

島し
ま 

谷た
に 

弘ひ
ろ 

幸ゆ
き

野の 

本も
と 

真し
ん 

也や

橋は
し 

本も
と 　

 

徹
と
お
る

平ひ
ら 

松ま
つ 

利と
し 

昭あ
き

平ひ
ら 

松ま
つ 

政ま
さ 

次じ

深ふ
か 

井い 

晃あ
き 

子こ

山や
ま 

田だ 

安や
す 

之ゆ
き

（
大
阪
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）

（
公
益
財
団
法
人
全
日
本
ボ
ウ
リ
ン
グ

協
会
名
誉
会
長
）

（
前
・
京
セ
ラ
株
式
会
社
顧
問
）

（
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会

社
相
談
役
）

（
学
校
法
人
城
西
大
学
理
事
・
大
学
院
セ

ン
タ
ー
所
長
、
元
文
部
科
学
事
務
次
官
）

（
前
・
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
代

表
取
締
役
会
長
）

（
九
州
国
立
博
物
館
館
長
）

（
元
・
学
校
法
人
同
志
社
理
事
長
）

（
株
式
会
社
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
名
誉
顧
問
）

（
洋
画
家
）

（
野
球
解
説
者
）

（
京
都
服
飾
文
化
研
究
財
団
理
事
、
服

飾
研
究
家
）

市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
敬
称
略
）

（
学
校
法
人
二
松
学
舎
名
誉
舎
友
）

16H30 (2018) 11 月



お知らせ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

納
め
た
年
金
は
全
て
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年

の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付

し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
10
月
１

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
人
へ
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
30
年
10
月
２
日
か
ら
12

月
31
日（
月
）ま
で
の
間
に
今
年
初
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
へ
は
平
成

31
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証

明
書
か
領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
も
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除

に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族

宛
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の

う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
２
／
日
本
年
金

機
構
高
梁
年
金
事
務
所
☎（
21
）０
５
７
０

　
ｅエ

ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
地
方
税
の
申
告
な
ど
を
行
う
シ

ス
テ
ム
で
す
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

○
手
続
き
が
自
宅
や
会
社
か
ら
で
き
る

○
複
数
の
地
方
公
共
団
体
へ
ま
と
め
て
申

告
で
き
る

○
無
料
で
利
用
で
き
る

利
用
可
能
な
手
続
き

電
子
申
告　
法
人
都
道
府
県
民
税
、
法
人

事
業
税
、
地
方
法
人
特
別
税
、
法
人
市
町

村
民
税
、
固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）、
事

業
所
税
、
個
人
住
民
税（
給
与
支
払
報
告

書
や
特
別
徴
収
関
連
手
続
き
な
ど
）

電
子
申
請
・
届
け
出　
法
人
の
設
立
や
変

更
な
ど
の
届
け
出
、
個
人
住
民
税（
特
別

徴
収
）に
係
る
異
動
の
届
け
出
な
ど

電
子
納
税　
電
子
申
告
に
係
る
納
付
手
続

き（
固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）を
除
く
）

問
地
方
税
電
子
化
協
議
会
☎
０
５
７
０
‐

０
８
１
４
５
９

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利
用
を

市
職
員
募
集

受
付
期
間　
11
月
28
日（
水
）ま
で
の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分（
閉
庁
日
を

除
く
）

受
付
場
所　
総
務
課
職
員
係（
〶
７
１
６

‐
８
５
０
１　
市
役
所
３
階
）

申
し
込
み　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
総
務
課
へ
提
出
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
の
配
布
場
所　
総
務
課
、
成
羽

病
院
事
務
局
、
各
地
域
局
に
備
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み　
11
月
26
日（
月
）

の
消
印
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。（
受
験
票

を
返
送
し
ま
す
の
で
、
82
円
切
手
を
貼
付

し
宛
名
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
）

１
次
試
験　
12
月
９
日（
日
）午
前
９
時
～

１
次
試
験
の
発
表　
12
月
下
旬

２
次
試
験　
平
成
31
年
１
月
上
中
旬

最
終
合
格
発
表　
平
成
31
年
１
月
下
旬

採
用
予
定　
平
成
31
年
４
月
１
日

問
総
務
課
☎（
21
）０
２
０
５

募集職種 職務内容 受験資格 採用予定

土木技術職 主に市長部局で事業（土木／建
築）の企画・設計・施工管理な
どの業務および一般行政事務に
従事

昭和 58 年４月２日以降に生まれた人で、学校教育
法に基づく４年制大学、短期大学、高等専門学校、
専修学校、高校の専門課程（土木／建築）を卒業した
人、または平成 31 年３月 31 日までに卒業見込み
の人

２人
程度

建築技術職
１人
程度

保健師
主に市長部局で保健師としての
業務および一般行政事務に従事

昭和 58 年４月２日以降に生まれた人で、保健師免
許を有する人、または平成 31 年３月 31 日までに取
得見込みの人

１人
程度

看護師
主に成羽病院・老人福祉施設な
どで看護師としての業務に従事

昭和 53 年４月２日以降生まれの人で、看護師免許
を有する人、または平成 31 年３月 31 日までに取得
見込みの人

３人
程度
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12
月
２
日（
日
）、
大
規
模
林
野
火
災
を

想
定
し
た
合
同
訓
練
が
弥
高
山
公
園
周
辺

（
川
上
町
高
山
）で
行
わ
れ
ま
す
。
訓
練
に

際
し
地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。

問
高
梁
市
消
防
署
☎（
21
）０
１
２
５

　
平
成
19
年
式
の
高
規
格
救
急
自
動
車
を

更
新
し
、
10
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
車
両
と
と
も
に
患
者
監
視
装
置

や
除
細
動
器
な
ど
高
度
救
命
用
資
機
材
を

最
新
の
も
の
に
更
新
し
、
救
急
現
場
で
の

救
命
処
置
な
ど
が
迅
速
、
的
確
に
実
践
で

き
る
よ
う
対
応
し
た
も
の
で
す
。

　
今
後
と
も
一
層
の
安
心
・
安
全
な
高
梁

市
を
目
指
し
、
救
命
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

問
消
防
本
部
警
防
課
☎（
21
）０
１
２
４

高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新

　
火
災
を
早
期
に
知
ら
せ
、
逃
げ
遅
れ
を

防
止
す
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
と
て
も

大
切
な
機
器
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
自
宅
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
１
軒
に
１
個
だ
け
で
は

不
十
分
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
市
は
、
火

災
予
防
条
例
に
よ
り
「
全
て
の
寝
室
」
に

設
置
が
必
要
と
し
て
お
り
、
２
階
に
寝
室

が
あ
る
場
合
は
階
段
に
も
設
置
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
台
所
へ
の
設
置
に
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
設
置
す
る
よ
う
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電
池
切
れ
に

な
る
と
電
子
音
が
鳴
っ
た
り
、「
電
池
切

れ
で
す
」
と
い
う
音
声
が
流
れ
ま
す
。
こ

の
と
き
は
電
池
交
換
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
最
初
の
設
置
か
ら
10
年
を
経

過
す
る
と
本
体
が
劣
化
す
る
た
め
、
機
器

の
交
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
自
宅
に
設
置
し
て
い
る
住
宅
用
火
災
警

報
機
に
は
テ
ス
ト

機
能
が
あ
り
ま
す

の
で
、
定
期
的
に

テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

消
防
署
だ
よ
り

住
宅
用
火
災
警
報
器

宝
く
じ
助
成
事
業
で

消
防
用
ホ
ー
ス
を
整
備

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

助
成
金
を
活
用
し
、
高
梁
市
消
防
団
で
消

防
用
ホ
ー
ス
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
ホ
ー
ス
は
10
月
に
行
わ
れ
た

秋
季
放
水
訓
練
な

ど
に
使
用
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
大
規
模

訓
練
や
実
際
の

火
災
現
場
な
ど
で

活
用
す
る
ほ
か
、　

市
民
の
防
火
意
識
の
高

揚
に
役
立
て
ま
す
。

問
消
防
総
務
課

☎（
21
）０
１
２
２

10
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災　
０
件（
前
月
比　
△
１
件
）

救
急　
１
４
６
件（
前
月
比　
△
２
件
）

問
消
防
本
部
予
防
課
☎（
21
）０
１
２
１

消
防
署
・
消
防
団
合
同
大
規

模
林
野
火
災
総
合
訓
練

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

中
間
報
告
会
・
市
民
活
動
交
流
会

　
高
梁
市
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
支
援

事
業
に
採
択
さ
れ
た
４
事
業
の
中
間
報
告

会
・
活
動
交
流
会
を
10
月
26
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

　
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動
に
つ

い
て
各
団
体
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
7
月
豪
雨
の
影
響
で
事
業
の
遅

れ
が
出
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
が
、
ま

ち
づ
く
り
事
業
審
査
検
討
委
員
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
、
よ
り
良
い
成
果
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
市
民
活
動
交
流
会
で
は
、
地
域
活
動
団

体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
関
係
者
14
人

が
参
加
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
は

平
成
31
年
3
月
ま
で
実
施
さ
れ
、
4
月
に

成
果
報
告
会
を
開

催
し
ま
す
。

問
住
も
う
よ
高

梁
推
進
課
☎（
21
）

０
２
８
２
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キ
吉 備 国 際 大 学

ャンパスだより
　吉備国際大学では、10 月１日に平成 30 年度秋季入学宣誓式を
行い、大学院生６人、学部生 32 人、科目等履修生・研究生・交換
留学生 74 人、合計 112 人の留学生が、高梁での新たな生活をス
タートしました。新入留学生たちに、市民の皆さまからたくさんの
支援物品をお贈りいただき、ありがとうございました。

　また、順正高等看護福祉専門学校では、10 月 12 日に第 52 期生

戴帽式を行いました。入学から半年を経過した看護学科 1 年生に、

村
むら

上
かみ

重
しげ

子
こ

校長から看護師のシンボルであるナースキャップが与えら

れました。学生はそれぞれの決意や夢、希望を新たにし、将来に向

けて誓いの言葉を述べました。

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

　
11
月
15
日（
木
）か
ら
平
成
31
年
２
月
15

日（
金
）は
狩
猟
期
間
で
す
。
農
作
物
な
ど

へ
の
被
害
防
止
を
目
的
と
し
て
、
イ
ノ
シ

シ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
限
り
狩
猟
期
間
を
１

カ
月
間
延
長
し
、
３
月
15
日（
金
）ま
で
と

し
て
い
ま
す
。

　
野
山
に
出
か
け
る
と
き
は
目
立
つ
色
の

服
装
を
心
掛
け
る
な
ど
十
分
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
岡
山
県
農
林
水
産
部
農
村
振
興
課
鳥
獣

害
対
策
室
☎
０
８
６（
２
２
６
）７
４
３
９

／
岡
山
県
備
中
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森

林
企
画
課
☎
０
８
６（
４
３
４
）７
０
５
２

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

助
成
金
を
活
用
し
、
玉
川
地
域
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
が
テ
ン
ト
な
ど
の
備
品
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
で
行
う
行
事
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
有
効
活
用
し
ま
す
。

問
住
も
う
よ
高

梁
推
進
課
☎（
21
）

０
２
８
２

宝
く
じ
助
成
事
業
で
整
備

蜜
蜂
飼
育
者
は
報
告
を

　

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
人（
趣
味
の
範

囲
で
飼
育
し
て
い
る
人
を
含
む
）は
、
養

蜂
振
興
法
に
基
づ
く
「
蜜
蜂
飼
育
届
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
対
象
者　
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
全
て

の
人
。
た
だ
し
、
一
部
届
け
出
不
要
の
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
岡
山
県
備
中
県
民
局

農
畜
産
物
生
産
課
畜
産
第
一
班
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

届
け
出
時
期　
毎
年
１
月
31
日
ま
で（
年

度
途
中
で
新
た
に
蜜
蜂
を
飼
育
し
始
め
た

場
合
は
随
時
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
）

届
け
出
事
項　
飼
育
者
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
飼
育
場
所
、
飼
育
予
定
蜂ほ
う
群ぐ

ん

数
な
ど

問
岡
山
県
備
中
県
民
局
農
畜
産
物
生
産

課
☎
０
８
６（
４
３
４
）

７
０
３
３
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高
梁
警
察
署
だ
よ
り

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
の
採
用
年
齢
が
変
更

　
自
衛
官
候
補
生
と
一
般
曹
候
補
生
の
採

用
年
齢
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

自
衛
官
候
補
生

採
用
年
齢
の
範
囲　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

（
改
定
前
27
歳
未
満
）

採
用
予
定
時
期　
平
成
30
年
11
月
末

※
自
衛
官
候
補
生
は
年
間
を
通
じ
て
募
集

し
て
い
ま
す
。

一
般
曹
候
補
生

採
用
年
齢
の
範
囲　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

（
改
定
前
27
歳
未
満
）

応
募
開
始
時
期　

平
成
31
年
３
月
1
日

（
金
）～

採
用
予
定
時
期　
平
成
31
年
９
月
末

問
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地

域
事
務
所
☎（
22
）２
３
１
４

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
た
め
の
無
料
経
営
相
談
会

　
岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、
国
が
全

国
に
設
置
し
て
い
る
無
料
の
経
営
相
談
所

の
ひ
と
つ
で
す
。

　
起
業
・
創
業
、
販
路
拡
大
、
経
営
改
善

な
ど
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経

営
上
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

日
程　

12
月
7
日
、
平
成
31
年
１
月
25

日
、
２
月
１
日
、
２
月
22
日
、
３
月
１

日
、
３
月
22
日（
全
て
金
曜
日
）の
午
前
10

時
～
午
後
５
時

場
所　
労
働
会
館（
中
原
町
１
４
７
６
‐

１
）

問
岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
☎
０
８
６

（
２
８
６
）９
６
６
７

省
エ
ネ
活
動
で
感
謝
状

　
市
は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
空
調
設
備
に

エ
コ
ア
イ
ス（
夜
間
電
力
を
利
用
す
る
氷

蓄
熱
式
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
）が
導
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
ピ
ー
ク
時
の
電
力
使
用
量
削

減
に
貢
献
し
て
い
る
と
し
て
、（
一
財
）

ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
・
蓄
熱
セ
ン

タ
ー
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も

環
境
に
良
い
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

問
理
財
課
☎（
21
）０
２
０
７

子
育
て

子
育
て
支
援
者
講
座
「
親
面

接
の
方
法
」

日
時　
12
月
19
日（
水
）午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所　
高
梁
市
図
書
館
４
階
多
目
的
室

講
師　
加か

藤と
う

博ひ
ろ

仁ひ
と

さ
ん（
吉
備
国
際
大
学

こ
ど
も
発
達
教
育
学
科
教
授
）

対
象　
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
、
学
童
指

導
員
な
ど
、
子
育
て
支
援
に
関
わ
る
人

内
容　
保
護
者
へ
の
対
応
や
、
人
間
関
係

で
の
円
滑
な「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」

の
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み　
12
月
12
日（
水
）ま
で
に
吉
備

国
際
大
学
た
か
は
し
子
育
て
カ
レ
ッ
ジ
実

行
委
員
会（
こ
ど
も
未
来
課
）へ

問
こ
ど
も
未
来
課
☎（
21
）０
２
８
８

健
康
・
福
祉

エ
イ
ズ
検
査（
定
期
外
）

　
12
月
１
日（
土
）は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

で
す
。
備
北
保
健
所
で
は
定
期
外
検
査
を

実
施
し
ま
す
。
検
査
は
無
料
で
、
匿
名
で

行
え
ま
す
。

定
期
外
検
査　
12
月
７
日（
金
）午
後
１
時

～
７
時（
12
月
６
日（
木
）午
後
５
時
ま
で

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

問
備
北
保
健
所
☎（
21
）２
８
３
６

　
毎
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
の

間
、
全
国
で
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
社
会
が
一
体

と
な
っ
て
犯
罪
被
害

者
を
思
い
や
り
、
犯

罪
被
害
者
が
置
か
れ

て
い
る
状
況
な
ど
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
支
援
の
輪
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。

　
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
人
や

そ
の
家
族
が
抱
え
る
問
題
や
要
望
に
応
え

る
た
め
、
警
察
本
部
お
よ
び
警
察
署
に
相

談
窓
口
を
設
置
し
関
係
機
関
と
連
携
し
て

問
題
解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
「
♯

８ハ
ー
ト
さ
ん

１
０
３
」
や
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
制
度
な
ど
の
各
種
支
援
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

犯
罪
被
害
相
談
電
話

お
か
や
ま
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

務
局（
警
察
本
部
内
）

☎
０
８
６（
２
３
３
）８
３
４
９

問
高
梁
警
察
署
警
務
課
☎（
22
）０
１
１
０

犯
罪
被
害
者
に

積
極
的
な
支
援
を
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談
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ポ
ー
ツ
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ベ
ン
ト

種別 日程 時間 場所 問い合わせ

行政相談

３日（月） 午前９時～正午 コミュニティプラザ

岡山行政監視行政相談センター
☎０８６(２２４)１１００

７日（金）
午前９時～正午 備中総合センター

午前９時～正午 川上総合学習センター

13日（木） 午前９時～正午 有漢農業構造改善センター

21日（金） 午前９時～正午 成羽文化センター

なやみごと相談

４日（火） 午前９時～正午 市役所２階研修室

岡山地方法務局高梁支局
☎ (22)２３１８

７日（金）
午前９時～正午 備中総合センター

午前９時～正午 川上総合学習センター

13日（木）
午前９時～正午 有漢農業構造改善センター

午前９時～正午 成羽文化センター

25日（火） 午前９時～正午 松原コミュニティハウス

法律相談（要予約）12日（水） 午後１時～４時 市役所４階会議室２・４
市民課☎ (21)０２５４

消費生活相談 18日（火） 午後１時～３時 市役所２階研修室

司法書士相談
14日（金） 午前10 時～正午 市役所４階会議室１ 岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区

☎（22）７９０６19日（水） 午後１時～４時 ポルカプラザ（ポルカ1階）

種別 曜日 場所 時間 問い合わせ

ふれあい相談
（福祉総合相談）

月～金
（祝日を除く）

社会福祉協議会
各支所

午前８時 30 分～
午後５時15 分

社会福祉協議会地域福祉課 ☎（22）７２４３
有漢支所 ☎（57）３２１８／成羽支所 ☎（42）２００５
川上支所 ☎（48）９７７０／備中支所 ☎（45）３１３１

相談（12月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ先
ゆう・ゆうタイム
「クリスマスを楽しもう」（要予約） 21日（金） 午前10 時～11時 30 分

子育て支援センター 子育て支援センター
☎（22）２４５０
こども未来課
☎（21）０２８８

赤ちゃんタイム ７日（金） 午前10 時～正午

さてらいとひろば“ゆう・ゆう” ６日（木） 午前10 時～11時 30 分 川上保健センター

家庭相談 ６日・20日（木） 午前10 時～午後４時 子育て支援センター
吉備プレーパーク
吉備国際大学心理学部子ども発達教育学科☎（22）９２７３ 16日（日） 午前10 時～午後３時 吉備国際大学

第２子ども広場
こども未来課
☎（21）０２８８

育児・プレママ相談 ５日（水） 午前10 時～11時（受付） 子育て支援センター 健康づくり課
☎（21）０２２８ちびっこ広場 20日（木） 午前10 時～11時 30 分 成羽文化センター

病態栄養相談（要予約） 13日（木） 午前10 時～11時

備北保健所

備北保健所
☎（21）２８３５子どもの心とからだの総合相談（要予約）13日（木） 午後１時～３時

思春期・ひきこもり相談（要予約） 18日（火） 午後２時～４時

備北保健所
☎（21）２８３６

精神保健福祉相談（要予約） ５日（水） 午後２時 30 分～４時 30 分

酒害相談 ５日（水） 午後２時 30 分～４時 30 分
エイズ・性感染症検査（要予約）
Ｂ・Ｃ型肝炎検査（要予約）
骨
こつずい

髄ドナー検査（要予約）
25日（火） 午後１時～２時

子育て支援・健康相談（12月）

種別 対象 日 時間 場所 問い合わせ
乳児健康診査 平成 30 年３月・８月生まれ 12日（水）

午後１時～
１時３０分
（受付）

高梁保健センター

健康づくり課
☎（21）０２２８

２歳６カ月児健康診査 平成 28 年６月～７月生まれ 14日（金） 成羽福祉センター

３歳健康診査 平成 27 年５月～６月生まれ
14日（金） 成羽福祉センター

19日（水） 高梁保健センター

子どもの健診（12月）
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

　
県
内
に
お
け
る
現
代
美
術
の
今
を
伝
え

る
「
ア
ー
ト
の
今
・
岡
山
」。
今
回
は
作

家
と
絵
画
コ
レ
ク
タ
ー
と
の
関
係
に
注
目

し
ま
す
。
コ
レ
ク
タ
ー
の
「
呼
」
び
か
け

に
作
家
が
「
応
」
じ
て
生
み
出
さ
れ
る
作

品
展
示
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間　

12
月
1
日（
土
）～
12
月
24
日

（
月
・
祝
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所　
高
梁
市
歴
史
美
術
館

休
館
日　
火
曜
日

入
館
料　
一
般
４
０
０
円
／
高
校
・
大
学

生
２
０
０
円
／
中
学
生
以
下
無
料

※
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
と
介
助

者
1
人
が
入
館
す
る
と
き
は
無
料
。

関
連
企
画
：
お
し
ゃ
べ
り
美
術
館

　
み
ん
な
で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
作
品
を
鑑
賞
し
ま
す
。
事
前
予
約
が
優

先
と
な
り
ま
す
。（
参
加
無
料
・
要
入
館
料
）

日
時　
12
月
9
日（
日
）午
後
２
時
～

問
高
梁
市
歴
史
美
術
館
☎（
21
）０
１
８
０

ア
ー
ト
の
今
・
岡
山
２
０
１
８

Ｃ
ａ
ｌ
ｌ
＆
Ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
：
呼
応

　

今
年
の
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
夜
市
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
の
ほ
か
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
盛
大
な
花
火

を
打
ち
上
げ
ま
す
。

日
時　
12
月
１
日（
土
）午
後
５
時
～
８
時

愛
ら
ぶ
高
梁

ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ

　

今
年
も
冬
絵
ぶ

た
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
点
灯
さ

れ
ま
す
。
点
灯
式

で
は
、
地
元
団
体

の
エ
レ
ク
ト
ー
ン

演
奏
や
リ
ズ
ム
体

操
の
ほ
か
、
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
が
登
場
し
て
子
ど
も
た
ち
へ

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
る
催
し
が
行
わ
れ
ま

す
。

日
時　
12
月
１
日（
土
）午
後
６
時
30
分
～

７
時
30
分

場
所　
川
上
町
マ
ン
ガ
絵
ぶ
た
公
園

問
備
北
商
工
会
川
上
支
所
☎（
48
）

２
０
０
０

第
18
回
冬
絵
ぶ
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

文
化

　
フ
ォ
レ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
プ
ル
岡

山
が
主
催
す
る
「
冬
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
」
で
は
、
ピ
ザ
窯
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体

験
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
、
薪
割
り

と
焚
き
火
体
験
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。（
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
要
予
約
）

日
時　
12
月
23
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後

３
時

場
所　

高
梁
美
し

い
森

参
加
費　

プ
ロ
グ

ラ
ム
ご
と
に
参
加

費
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ォ
レ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
・

ピ
ー
プ
ル
岡
山
☎（
56
）３
５
５
０

冬
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間

テ
ー
マ　
「
み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世

紀 

～
考
え
よ
う 
相
手
の
気
持
ち 

育
て
よ

う 

思
い
や
り
の
心
～
」

強
調
項
目　
「
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う
」・

「
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
」・「
高
齢
者

の
人
権
を
守
ろ
う
」・「
障
害
を
理
由
と
す

る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う
」・「
外
国
人

の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
」
な
ど
17
項
目

　

人
権
問
題
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
は
、

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
な
や
み
ご
と
相
談

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
か
、
岡
山
地
方
法

務
局
高
梁
支
局
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。

問
岡
山
地
方
法
務
局
高
梁
支
局
☎（
22
）

２
３
１
８

健
康
・
福
祉

イ
ベ
ン
ト

場
所　
高
梁
基
督
教
会
堂
お
よ
び
紺
屋
川

周
辺

駐
車
場　

吉
備
国

際
大
学
和
田
町
駐

車
場

問
高
梁
市
青
年
経

済
協
議
会 

森も
り

下し
た

典の
り

昭あ
き
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
７
１
９
‐
１
８
９
４

障
害
者
週
間

　
毎
年
12
月
３
日
か
ら
12
月
９
日
の
間
は

「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

　
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解
や
認
識
を
深

め
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
福
祉
課
☎（
21
）０
２
８
４
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ス
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ー
ツ

イ
ベ
ン
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活
動
内
容　
高
梁
市
歴
史
美
術
館
で
の
展

覧
会
開
催
期
間
中
、
来
館
者
が
鑑
賞
を
楽

し
め
る
よ
う
心
が
け
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
展
示
作
品
の
保
全
に
気
を
配
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格　
18
歳
以
上
で
、
会
期
中
1
週

間
に
半
日（
午
前
ま
た
は
午
後
）以
上
活
動

で
き
る
人

申
し
込
み　
高
梁
市
歴
史
美
術
館
に
備
え

て
い
る
申
込
書
に
記
入
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

そ
の
他　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
は

展
覧
会
の
招
待
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
高
梁
市
歴
史
美
術
館
☎（
21
）０
１
８
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

文
化

島
しま

﨑
ざき

良
りょうへい

平「桜と女」

病後児保育室 問こども未来課 ☎（21）０２８８

仕事があるのに、子どもが風邪で登園・登校できない…　でも、治りかけていて症状は安定している
そんなときは…病後児保育室へ！　お気軽にご利用ください

　風邪やインフルエンザなどの感染症が流行する時期になりました。
「たかはしし病後児保育室」では、けがや病気の回復期に入った子どもを看護師と保育士が一時的に
預かり、体調に合わせて無理なく体力が回復するようにサポートします。

対象年齢　１歳以上小学生以下
場　　所　成羽町下原 285-3
利用の目安　病気のあとの回復期で次に該当する場合に利用可能です
　　　　　　○発熱していない（体温が 37.5℃以下であること）
　　　　　　○食事が摂れる　○症状が安定している
利用料金　１日 2000 円　　　　　　　　
※生活保護世帯は無料／市民税非課税世帯は 1000 円
※かかりつけ医の「病児保育連絡票」（有料）が必要です。

たかはしし病後児保育室

ご存じですか？

　心情面・健康面に配慮しながら、子どもたちの興
味に合わせ、居心地が良く、安心して過ごすことが
できるような保育を心がけています。（保育士）

　仕事をしながら子育てをしてきたスタッフも多く、
働くお母さんの気持ちはよくわかります。子育てが大
変なときのお手伝いをしたいと考えています。（看護師）

利用者の声
　わが家は共働きで子育てをしており、子ど
もが幼いころは急な病気で体調を崩すことが
多く、仕事との両立に苦労していました。し
かし、病後児保育室を利用することであまり
仕事を休まずにすみ、大変助かりました。
　保育士さんや看護師さんには子どもの体調
に合わせた保育をして
いただき、私も安心し
て仕事をすることがで
きました。
　子育て中の皆さんに
サービスを知ってもら
い、利用してほしいと
思います。 藤

ふじ

原
わら

尚
なお

子
こ

さん（成羽町下原）

私たちがお子さんを保育します
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市
長
室
か
ら
　
こ
ん
に
ち
は

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

ス
ポ
ー
ツ

第
41
回
備
北
三
市
一
郡
９
人

制
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時　
12
月
９
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～

場
所　
高
梁
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
、
総
社
市
、
新
見
市
、
加
賀

郡
に
在
住
、
通
勤
・
通
学
す
る
一
般
女
子

（
大
学
生
を
含
む
）

参
加
費　
１
チ
ー
ム
４
０
０
０
円

申
し
込
み　
11
月
29
日（
木
）ま
で
に
市
体

育
協
会（
☎（
21
）０
３
３
７
）へ

問
高
梁
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会 

平ひ
ら

松ま
つ

冨ふ

佐さ

恵え

さ
ん
☎
０
８
０
‐
２
８
８
７
‐
１
０
３
６

　
絵
画
と
音
楽
の
共
演
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

日
時　
11
月
25
日（
日
） 
①
午
前
11
時
～

②
午
後
2
時
～（
各
回
30
分
程
度
）

場
所　
成
羽
美
術
館

出
演　
脇わ
き

本も
と

恵け
い

子こ

さ
ん（
歌
）、
小お

野の

エ
リ

コ
さ
ん（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）、
上う
わ

森も
り

佳よ
し

枝え

さ
ん

（
ピ
ア
ノ
）

料
金　
入
館
料
の
み（
一
般
１
０
０
０
円

／
高
校
・
大
学
生
８
０
０
円
／
小
・
中
学

生
５
０
０
円
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
成
羽
美
術
館
☎（
42
）４
４
５
５

「
画
家�
岸
田
劉
生
の
軌
跡
」
展

「
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

テ
ー
マ　
「
中
世
の
備
中
松
山
城
」
～
大

池
の
調
査
結
果
を
も
と
に
～

日
時　
12
月
８
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

場
所　
市
役
所
３
階
大
会
議
室

講
師　
三み

浦う
ら
孝の

り
章あ

き
・
社
会
教
育
課
文
化
財

保
護
主
事

参
加
費　
３
０
０
円（
当
日
持
参
）

申
し
込
み　
11
月
30
日（
金
）ま
で
に
歴
史

ま
ち
づ
く
り
室
ま
た
は
社
会
教
育
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
歴
史
ま
ち
づ
く
り
室
☎（
21
）０
２
５
７

／
社
会
教
育
課
☎（
21
）１
５
１
６

第
２
回
高
梁
歴
史
い
ろ
は
塾

文
化

●
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
が
発
生
し

て
４
カ
月
余
り
が
経
ち
ま
し
た
。
発
災
直

後
は
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
中
止
と

な
り
残
念
な
思
い
を
さ
れ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、「
が
ん
ば
ろ
う
高
梁
」
の

合
言
葉
の
も
と
、
地
域
の
催
し
が
開
催
さ

れ
、
そ
こ
で
被
災
さ
れ
た
方
の
笑
顔
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
地
域
は
元
気
に
な
っ
て

い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
市
内

の
各
地
域
で
備
中
神
楽
や
渡
り
拍
子
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
今
年
は
榊さ

か
きの

舞

か
ら
始
ま
り
最
後
は
大
蛇
退
治
ま
で
５
時

間
余
り
の
備
中
神
楽
を
堪
能
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
伝
統
文
化
の
保
存
と
伝
承

の
支
援
を
続
け
、
ぜ
ひ
若
い
方
に
受
け
継

い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
多
く
の
方
に
観
て
い
た
だ
い
て
、
そ

の
魅
力
を
発
信
も
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
健
康
寿
命
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で

す
か
。
健
康
寿
命
は
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
を

基
に
、
他
の
人
の
世
話
に
な
る
こ
と
な
く

自
分
で
何
事
も
で
き
る
年
齢
を
表
し
た
も

の
で
す
。
一
方
、
平
均
寿
命
は
健
康
状
態

に
関
係
な
く
い
く
つ
ま
で
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
か
を
表
し
た
も
の
で
す
。
健
康
寿

命
を
少
し
で
も
伸
ば
す
た
め
に
何
を
す
べ

き
で
し
ょ
う
か
。
先
日
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が

膨
大
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
導
き
出
し
た
結

果
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
「
読
書
」
で
し
た
。

高
梁
市
図
書
館
は
９
月
22
日
に
来
館
者
数

１
０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
多
く
の

方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
健
康
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
本
を
読

み
ま
し
ょ
う
。
市
内
の
全
地
域
で
本
を
読

む
環
境
づ
く
り
を
一
層
進
め
、
日
本
一
健

康
長
寿
の
ま
ち
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
伯
備
線
で
よ
く
見
か
け
る
電
車
の
色
は

黄
色
だ
と
思
い
ま
す
。
管
内
の
地
域
ご
と

に
色
分
け
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
岡
山
・

広
島
・
下
関
エ
リ
ア
は
多
く
が
黄
色
で
統

一
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
時
々
オ
レ

ン
ジ
と
グ
リ
ー
ン
の
電
車
を
見
か
け
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
岡
山
エ
リ
ア

で
は
２
編
成
の
み
黄
色
に
な
ら
ず
、
湘
南

色
と
呼
ば
れ
る
昔
な
が
ら
の
デ
ザ
イ
ン
を

保
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
２
編
成
を

連
結
し
た
電
車
が
走
る
こ
と
は
と
て
も
珍

し
い
こ
と
で
、
来
春
も
伯
備
線
を
走
っ
て

く
れ
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
話
題

を
提
供
す
る
こ
と
で
伯
備
線
沿
線
の
交
流

が
大
き
く
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

▲岸田劉生「村娘之図」
◀同「麗子十七歳之図」
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吉備国際大学シャルム岡山高梁からのお知らせ

問高梁スポーツクラブ☎（22）９４０３

11 月の納期限　11月 30日（金）
○国民健康保険税（以下全て普通徴収・５期） ○介護
保険料 ○後期高齢者医療保険料
12 月の納期限　12月 25日（火）
○固定資産税・都市計画税（３期） ○国民健康保険税（以
下全て普通徴収・６期） ○介護保険料 ○後期高齢者医療
保険料

問税務課☎（21）０２１５／医療連携課☎（21）０２５８

税金の納期限（口座振替日）

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

日
時　
12
月
16
日（
日
）午
前
９
時
～

場
所　
高
梁
市
民
体
育
館

対
象　
誰
で
も
参
加
可
能

持
参
す
る
も
の　

動
き
や
す
い
靴
・
服

装
、
飲
み
物
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
な
ど

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

申
し
込
み　

12
月
６
日（
木
）ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
ピ
オ
ー
ネ
へ

問
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
ピ
オ
ー
ネ
☎

（
22
）１
４
４
１

求人情報

職　種 所在地 賃 金 月 額

介護職員 巨瀬町 150,000 円～ 275,000 円
土木施工管理
技士 津川町 280,000 円～ 360,000 円

レジ・惣菜係 旭町 時給 810 円
一般事務員 中原町 時給 810 円
構内作業員 成羽町 220,000 円～ 250,000 円
バス乗務員 川上町 220,000 円～ 320,000 円
土木建築等事業
の施行・管理 備中町 180,000 円～ 300,000 円
サービススタッ
フ（パート） 正宗町 時給 900 円
コンビニ店員

（パート） 横町 時給 920 円
検査・箱詰め・機
械加工（パート） 川上町 時給 877 円

※ 詳しくはハローワークインターネットサービス
www.hellowork.go.jp をご覧ください。

問ハローワーク高梁☎（22）２２９１

２日（日）
藤本診療所（松原通） ☎（22）３７６０

備中診療所（備中町） ☎（45）９００１
９日（日） 三村医院（巨瀬町） ☎（25）９０１０
16 日（日） 成羽病院（成羽町） ☎（42）３１１１

23 日（日）
池田医院（中間町） ☎（22）２２４４

野村医院（巨瀬町） ☎（25）０００３
24 日（月） 仲田医院（落合町） ☎（22）０５１１

29 日（土） 高梁中央病院（南町） 
☎（22）３６３６

30 日（日）
西医院（中之町） ☎（22）２８２０
まつうらクリニック（成羽町）
☎（42）２３１５

31 日（月）
高梁整形外科医院（本町）
☎（22）１５３１
川上診療所（川上町） ☎（48）４１８８

休日当番医（12月）

※休日当番医が変更になる場合があります。
　受診前に電話でご確認ください。
問高梁市消防本部 緊急情報ダイヤル☎（21）０１００

問高梁スポーツクラブ☎（22）９４０３

　吉備国際大学シャルム岡山高梁所属の池
いけ

尻
じり

茉
ま

由
ゆ

選手
と逸

へん

見
み

桃
もも

子
こ

選手が、韓国プロ女子サッカーリーグの水
原 W ＦＣ（スウォン）との間でプロ契約を結び、来季か
ら韓国でプレーすることが内定しました。

池尻茉由選手（写真右）
　「高梁の皆さまの応援
で苦しい試合も乗り切る
ことができました。あり
がとうございました。こ
れからはプロとしての自
覚を持ち、チームに貢献できるよう頑張ります」

逸見桃子選手（写真左）
　「大学４年間、選手としてさまざまなことを経験させ
ていただきました。このチームで学んだことを生かし
て韓国でも頑張りたいと思います。たくさんの応援、
本当にありがとうございました」
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しろさんのレモネードやさん
吉備人出版　出版   ／   松崎 雅美・矢原由布子　著   

　宿命を使命に変えて生きる男の子（９歳）の実話で
す。日本中に小児がんの治療を頑張っている子ども
たちがいる事を知ってもらいたいです。ぜひ読んで
みてください。

図書館だより

※川上小学校への巡回は平成31年１月の再開予定です。

今月のおすすめ図書

児童書

備
中
図
書
室　

    

瀬せ

と戸
川が
わ  

安や
す
み美 

さ
ん

ホームページ

えほんの読み聞かせ～成羽図書館～

日　　時　12月８日（土）午前 10時～
小型絵本　ふしぎなふしぎなまほうの木　
大型絵本　よくばりすぎたねこ
紙 芝 居　ころころじゃっぽ～ん
工　　作　簡単「クリスマスリース」をつくろう

問成羽図書館☎（42）２５８９
　 午前９時～午後５時 開館（月曜日休館）

つなげる暮らし 糠
ぬか

しごと 
～ぬかの活用法を知って床掃除に使えるぬかワックスを作りましょう～
日　　時　11月 23日（金）午前 11時～正午
場　　所　２階閲覧席
定　　員　10 人（参加券配布中）
※針を使って作業します。

クリスマス会～ふきのとう 読み聞かせ～
日　　時　12月１日（土）午後２時～２時 30分
場　　所　４階よみ聞かせスペース
申し込み　自由参加

クリスマス会～おはなしたまてばこ おはなし会～
日　　時　12月８日（土）午後３時～３時 30分
場　　所　４階多目的室
申し込み　自由参加

高梁市図書館のイベント情報

問高梁市図書館☎（22）２９１２
　午前９時～午後９時 開館（年中無休）

12月の移動図書館

第1・3月曜日
（３日・17日）

巨瀬小学校
なごみの森

12:５０ ～ 1３:2０
1４:３０ ～ 1５:３０

第1・3火曜日
（４日・18日）

川面小学校
川面地域市民センター
津川小学校
落合地域市民センター
津川地域市民センター

1０:００ ～ 1０:３０
1０:３０ ～ 11:３０
1３:０５ ～ 1３:３０
1４:００ ～ 1５:００
1５:３０ ～ 16:００

第1・3水曜日
（５日・19日）

有漢西小学校
川上ふるさとプラザ
養護老人ホーム成羽川荘
日名神楽公園

1０:1０ ～ 1０:４０
1４:００ ～ 1５:００
1５:３０ ～ 1５:４５
16:００ ～ 16:３０

第1・3木曜日
（６日・20日）

福地小学校
やまびこカフェ
宇治小学校（６日のみ）
宇治地域市民センター
松原小学校

1０:1５ ～ 1０:４０
11:1５ ～ 12:1５
1３:００ ～ 1３:３０
1４:３０ ～ 1５:３０
16:００ ～ 16:2０

第2・4月曜日
（10日のみ）

玉川地域市民センター
吹屋連絡所
ささゆり苑

1０:００ ～ 11:００
1４:1５ ～ 1５:1５
1５:４５ ～ 16:1５

第2・4水曜日
（12日・26日）

西山郵便局横
富家小学校（12日のみ）

11:４０ ～ 12:1０
1３:０５ ～ 1３:2５

第2・4木曜日
（13日・27日）

巨瀬地域市民センター
玉川小学校（13日のみ）
イズミゆめタウン
有漢東小学校（13日のみ）

1０:００ ～ 11:００
12:４０ ～ 1３:４０
1４:1５ ～ 1４:４５
1５:３０ ～ 1５:５５

第2・4金曜日
（14日・28日）

中井小学校（14日のみ）
高倉地域市民センター
中井地域市民センター
落合小学校（14日のみ）

1０:００ ～ 11:００
12:３０ ～ 1３:００
1３:３０ ～ 1４:００
1５:３０ ～ 16:００

　11月から臨時車両で運行を開始しています。そ
れに伴い、小学校への巡回も再開しました。
　また、臨時車両のため積載冊数やサービスを一
部縮小して運行しています。

備中図書室がリニューアル！
　コーヒーやジュースなどを飲みながら読書ができ
るスペースを設けました。くつろいだ雰囲気で読書
をすることができますので気軽にお越しください。
場　　所　備中地域局２階
所 蔵 本　教養・文学・雑学・絵本・趣味の本な
ど4000冊。高齢者向
けの紙芝居も取り揃え
ており、敬老会やコー
ヒーサロンなどで利用
できます。

問備中図書室☎（45）２２１１
　 午前９時～午後５時 開館（土・日曜日、祝日は休館）
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高梁偉人列伝 ⑲

幕
末
の
偉
人
伝
①  　

板い

た

く

ら倉
勝か

つ

き

よ静　

文　

 

樋ひ

口ぐ
ち   

英ひ
で
ゆ
き行

社
会
教
育
課 

文
化
財
保
護
主
事

板倉勝静像
( 高梁市歴史美術館蔵 )

備
中
松
山
藩
主
と
し
て

　
備
中
松
山
藩
板
倉
家
七
代
藩
主
板
倉
勝

静
は
、
山や
ま

田だ

方ほ
う
こ
く谷

を
登
用
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
藩
主
で
、「
幕
府
最
後
の
老
中
首

座
」
と
い
う
立
場
で
幕
府
に
関
与
し
、
幕

末
か
ら
明
治
維
新
と
い
う
激
動
の
時
代
を

生
き
抜
い
た
人
物
で
も
あ
り
ま
す
。

を
見
い
だ
し
、
嘉か

永え
い

２（
１
８
４
９
）年
に

藩
主
に
な
る
と
、
藩
の
行
き
詰
ま
っ
た
財

政
状
況
を
改
善
す
べ
く
藩
政
改
革
に
乗
り

出
し
ま
す
。
そ
の
際
、
方
谷
を
登
用
し
改

革
の
指
揮
を
取
ら
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
倹

約
徹
底
、
借
財
整
理
、
産
業
振
興
な
ど
各

種
の
政
策
を
断
行
し
、
財
政
を
好
転
さ
せ

る
こ
と
に
成
功
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
方
谷
の
才
覚
を
見
抜
き

登
用
し
た
勝
静
と
不
断
の
決
意
で
改
革
を

実
行
し
た
方
谷
に
よ
り
、
藩
の
体
制
は
整

い
安
定
し
た
藩
運
営
が
実
現
し
ま
し
た
。

て
幕
府
内
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
、
将
軍

徳と
く
が
わ川
慶よ

し
の
ぶ喜
に
よ
る
大
政
奉
還
を
成
し
遂
げ

幕
府
の
終
焉
を
見
届
け
ま
す
。

を
と
っ
て
い
た
の
で
、
旧
幕
府
勢
力
と
共

に
行
動
す
る
勝
静
に
危
惧
を
抱
い
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
備
中
松
山
藩
士
を
派
遣

し
て
勝
静
を
戦
線
か
ら
連
れ
出
し
、
明
治

２（
１
８
６
９
）年
に
東
京
へ
連
れ
戻
し
、

自じ

そ訴
し
て
新
政
府
の
許
し
を
得
る
よ
う
に

説
得
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
勝
静
は
安あ
ん
な
か中

藩（
群
馬
県
）に
預
け
ら
れ
禁
固
に
処
せ
ら

れ
ま
し
た
が
３
年
後
に
赦し
ゃ
め
ん免
さ
れ
ま
す
。

　

勝
静
は
そ
の
後
、
上
野
東
照
宮

（
東
京
都
）の
祀し

官か
ん

を
務
め
、
明
治
22

（
１
８
８
９
）年
に
東
京
の
私
邸
に
お
い
て

66
歳
で
没
し
ま
し
た
。

吉祥寺 ( 東京都 )
に残る板倉勝静の
功績を記した墓碑

　

板
倉
勝
静
は
寛か

ん
せ
い政
の
改
革
を
行
っ
た
老

中
松ま
つ
だ
い
ら平

定さ
だ
の
ぶ信

の
孫
に
あ
た
り
、
陸む

つ奥
白し

ら
か
わ河

藩（
福
島
県
）の
藩
主
松ま
つ

平だ
い
ら

定さ
だ
な
が永

の
八
男
と

し
て
生
ま
れ
、
20
歳
の
時
に
跡
継
ぎ
が
い

な
い
備
中
松
山
藩
主
板い
た
く
ら倉
勝か

つ
つ
ね職
の
養
子
と

な
り
ま
す
。
そ
の
人
柄
は
真
面
目
で
私
欲

が
無
く
、
温
厚
な
性
格
で
優
れ
た
洞
察
力

を
持
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

板
倉
家
に
入
っ
た
勝
静
は
、
い
ち
早
く

山
田
方
谷
の
豊
富
な
知
識
と
優
れ
た
才
能

幕
府
の
重
臣
と
し
て

　
こ
う
し
た
藩
政
改
革
の
成
功
が
評
価
さ

れ
、
勝
静
は
幕
府
か
ら
の
要
請
で
幕
政
に

参
画
し
要
職
を
務
め
て
い
き
ま
す
。
し
か

し
こ
の
頃
、
方
谷
は
幕
府
の
行
く
末
を
不

安
視
し
、
勝
静
に
対
し
幕
政
よ
り
も
藩
の

内
政
へ
力
を
傾
倒
し
て
欲
し
い
と
諌か
ん
げ
ん言
し

ま
す
が
、
勝
静
は
幕
府
を
支
え
る
道
を
選

択
し
、
方
谷
に
藩
政
を
一
任
し
ま
す
。

　
幕
府
内
で
の
勝
静
の
大
き
な
働
き
と
し

て
大
政
奉
還
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
慶け
い
お
う応
３

（
１
８
６
７
）年
に
大
政
奉
還
の
建け
ん
ぱ
く
し
ょ

白
書
が

提
出
さ
れ
る
と
、
勝
静
は
老
中
首
座
と
し

戊
辰
戦
争
と
幕
府
へ
の
忠
義

　
慶
応
４（
１
８
６
８
）年
、
新
政
府
軍
と

旧
幕
府
軍
に
よ
る
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
の
始
ま
り
と

な
る
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
敗
戦
し
た
慶
喜

は
、
大
坂
か
ら
江
戸
へ
引
き
返
し
、
勝
静

も
こ
れ
に
付
き
従
い
ま
す
。
江
戸
へ
戻
る

と
慶
喜
が
新
政
府
へ
の
恭
き
ょ
う
じ
ゅ
ん

順
の
意
を
示
す

に
伴
い
、
勝
静
も
日
光
で
謹
慎
し
、
後
に

宇
都
宮
藩（
栃
木
県
）へ
移
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
新
政
府
に
対
抗
す
る
勢
力

に
勝
静
は
連
れ
去
ら
れ
、
旧
幕
府
へ
の
忠

義
か
ら
東
北
諸
藩
で
結
成
さ
れ
た
同
盟

の
参
謀
に
就
任
し
、
箱
館（
現
在
の
函
館

市
）の
五ご
り
ょ
う
か
く

稜
郭
ま
で
東
北
各
地
を
転
戦
し

ま
す
。
一
方
で
、
国
元
の
備
中
松
山
藩

は
、
既
に
新
政
府
に
対
し
て
恭
順
の
立
場

藩
主
と
幕
臣
の
間
で
の
決
断

　
勝
静
が
幕
府
と
命
運
を
共
に
し
た
決
断

の
背
景
に
は
、
将
軍
家
と
強
い
つ
な
が
り

を
持
つ
松
平
家
を
出し
ゅ
つ
じ自

と
す
る
こ
と
、
ま

た
譜
代
大
名
と
し
て
の
幕
府
に
対
す
る
忠

義
心
が
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
結

果
と
し
て
、
新
政
府
に
対
し
て
恭
順
を
示

し
て
い
た
国
元
の
藩
と
立
場
を
異
に
し
て

し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
藩
政
を
任
せ
ら

れ
た
方
谷
を
は
じ
め
と
す
る
優
秀
な
人
材

が
い
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
決
断
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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竹
の
子
の
会

　
２
年
半
前
の
タ
ケ
ノ
コ
の
季
節
に
、

片か
た

岡お
か

萬ま

壽す

子こ

さ
ん（
写
真
後
列
右
か
ら

５
人
目
）の
自
宅
に
近
所
の
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
た
の

が
「
竹
の
子
の
会
」
の
始
ま
り
。
今

で
は
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
に
10
～

20
人
が
西
阿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

（
落
合
町
阿
部
）に
集
ま
り
、
ロ
コ
モ

予
防
体
操
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
片
岡
さ
ん
は
、「
体
操
は
体
に
良
い

し
、
お
友
達
と
会
っ
て
話
す
の
は
楽

し
い
。
自
分
の
た
め
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
た
か
は
し
で
は
、
市
内
で
活
動
す
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
広
報
紙
上
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
は
秘
書
広
報
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
秘
書
広
報
課
☎（
21
）０
２
１
０

①

宇
治
カ
フ
ェ
元
気
の
会

　

宇
治
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
地
域

の
人
た
ち
が
集
ま
る
「
宇
治
カ
フ
ェ
」

の
メ
ン
バ
ー
が
ロ
コ
モ
予
防
体
操
を

始
め
た
の
は
平
成
29
年
春
の
こ
と
。

木
曜
日
の
朝
に
集
ま
っ
て
い
た
皆
さ

ん
は
、
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
て
か
ら

お
茶
の
時
間
を
楽
し
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

川か
わ

上か
み

圭け
い

子こ

さ
ん（
写
真
前
列
中
央
）

は
、「
ひ
と
り
で
は
続
か
な
い
こ
と
も

仲
間
が
い
れ
ば
頑
張
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
楽
し
い
し
、
体
も
軽
く
な
り

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
大
阪
か
ら
高
梁
に
来

て
は
や
３
年
。
吹
屋
ふ

る
さ
と
村
や
備
中
松
山

城
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
歴
史
の
町
に
魅
せ
ら

れ
て
移
住
し
て
き
ま
し

た
が
、
３
年
間
で
新
た
な
魅
力
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
吹
屋
地
区
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
着
任
後
、
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
町
で
生
活
し
な
が
ら
、
観

光
ガ
イ
ド
を
中
心
と
し
た
活
動
を

通
し
て
高
梁
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
他
に
も
、
制
作
し
た
竹
杖
を
広

兼
邸
に
設
置
し
、
足
が
不
自
由
な
方
の
来
訪

を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
や
、

中
野
吹
屋
青
年
団
と
し
て
草
刈
り
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
、
少
年
野
球

や
中
学
校
で
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
コ
ー
チ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
協
力
隊
と
し
て
至
ら
な
い
と
こ
ろ

�

天
てんじん

神 裕
ゆ う じ

二隊員

観光ガイドとして高梁の名所
を案内しています

皆さんのご来店を心からお
待ちしています

　
10
月
末
で
協
力
隊
の
任
期
が
終
わ
り
、
成

羽
町
の
本
丁
商
店
街
で
「
日
本
酒
バ
ル
＆
観

光
カ
フ
ェ 

か
く
し
ゅ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
9
月
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
か
ら
、
利
き

酒
師
と
し
て
地
元
の
お
酒
を
生
か
し
な
が
ら

高
梁
の
魅
力
を
伝
え
て
い
け
る
よ
う
な
、
そ

し
て
地
域
の
方
が
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
お
酒
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
お
店
作
り
を
目
指
し
て
、
日
々
ま
い
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
観
光
ガ
イ
ド
を

続
け
て
い
く
予
定
な
の
で
、
観
光
地
と
し
て

の
魅
力
も
お
客
様
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
協
力
隊
に
着
任
し
た
当
初
か
ら
、
自
分
の

お
店
を
持
ち
、
高
梁
の
歴
史
や
魅
力
を
発
信

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
任
期
終
了
を

迎
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
夢
を
叶
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
着
任
当
初
か
ら
応
援
し
て
い

た
だ
い
た
吹
屋
や
成
羽
地
域
の
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま
す
。

が
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
今

後
も
地
域
の
方
々

と
一
緒
に
地
域
お

こ
し
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

熱 中 時 間
　
今
回
は
、
地
域
の
人
が
集
ま
っ
て
ロ
コ
モ
予
防
体
操
を
行
う
グ
ル
ー
プ
を
支
援

す
る
市
の
介
護
予
防
事
業
「
元
気
な
か
ら
だ
づ
く
り
隊
」
の
中
か
ら
、
２
グ
ル
ー

プ
を
紹
介
し
ま
す
。竹の子の会の皆さん

ロコモ予防体操講師の佐
さ

藤
とう

三
みつ

矢
や

さんが正
しい体の動きを伝授（竹の子の会）

元気の会の皆さん。「足が悪い人も参加
できるような仕組みがあれば」と要望も
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健康づくり応援通信 ⑯ 問 健康づくり課 ☎（21）０２６７

妊婦歯科健診・産婦健診について
　平成 30年度から「妊婦歯科健診」が始まっています。また、平成 30年 10 月
以降に出産した産婦には、産婦健診費用を助成しています。今回はそれぞれの制度
についてご紹介します。

在宅医療・介護連携推進事業通信 第 40 回

　10 月 13 日に行われた「高梁市健康福祉のつどい」に､ 看護学科 4 年の保健
師科目履修生が参加しました。私たちが担当した骨密度測定を行うブースには
約 100 人の方が来場され、１人ずつに骨密度測定の結果や生活習慣の見直しに
ついてお話をさせていただきました。
　来場者の中には「骨密度を測る機会が少ないので、毎年この会場に来ていま
す」という方もおられ、初めて骨密度を測る方とともに私たちの話を真剣に聞
いてくださいました｡ 友人同士で来られている方が結果について話し合う姿を見て、健康づくりの意識を高める
ことに貢献できたことを嬉しく思います。また､ 日常生活の様子や食事で気を付けていることなど､ 健康づくり

や病気にならない生活習慣の実践について直接話を聞くことができ
た良い機会となりました。
　当日はとても緊張していましたが､ 徐々に慣れることができ、緊
張感を持ちながら学生が一丸となって一つのブースを楽しく運営で
きたことは、貴重な体験で自信にもつながりました。地域の方から
は「ありがとう」や「頑張って」などの言葉をかけていただき､ 皆
さんの温かさを再認識しました｡ 高梁市で学ぶことができているこ
とに改めて幸せを感じた 1 日でした。

問医療連携課 ☎（21）０３０４

「高梁市健康福祉のつどい」に参加して

岡お
か 

美み

き希
保
健
師

（
健
康
づ
く
り
課
）

常じ
ょ
う
と
く徳 

奈な

ほ保
さ
ん

（
吉
備
国
際
大
学
看
護
学
科
４
年
）

　産後間もないお母さんは赤ちゃん中心の生活となるため、体も心も疲れが溜まりやすくなります。自分自身の健
康状態を確認するためにも、産婦健診を受けましょう。受診券の有効期限は産後８週以内で、県外や助産院で受診
される場合は専用の受診券が必要です。詳しくは健康づくり課までお問い合わせください。
対象者　産後２週間と産後１カ月の健康診査を受診する産婦 
　　　　（対象者には受診券を配布または郵送）
内　容　問診、診察、体重、血圧測定、尿検査、エジンバラ産後うつ病質問票
回　数　１人２回まで （公費負担上限 5000 円 （１回あたり）を超えた額は自己負担）

　妊娠中はつわりや女性ホルモンの影響で、虫歯や歯周病にかかりやすくなります。また、歯周病は早産や低出
生体重児の引き金になるといわれています。妊娠中に１度歯科健診を無料で受けることができます。お口の健康
を守るためにもぜひ受診しましょう。（当日治療が必要な場合は医療保険での対応となります）
受診時期　　妊娠安定期 （16 週～27 週）
必要なもの　妊婦歯科健診受診券 （母子健康手帳発行時に配布）、母子健康手帳、健康保険証

産婦健診

妊婦歯科健診
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２
さい

大
お お の ろ

野呂 綾
あ や と

斗ちゃん
（落合町阿部）

２
さい

岩
い わ き

木 奏
か な と

音ちゃん
（落合町近似）

２
さい

杉
すぎうら

浦 功
こ う き

規ちゃん
（落合町福地）

５
さい

金
かねたか

高 奈
な な み

々海ちゃん
（川上町下大竹）

１
さい

小
こばやし

林 優
ゆ づ き

月ちゃん
（下谷町）

５
さい

福
ふくしま

島 叶
か な み

望ちゃん
（川上町地頭）

２
さい

小
こばやし

林 真
ま ほ

歩ちゃん
（成羽町成羽）

３
さい

妹
せ の お

尾 心
こ こ な

菜ちゃん
（成羽町下原）

２
さい

鍋
なべしま

島 絢
あ や こ

子ちゃん
（原田南町）

４
さい

笠
かさ

 心
こ こ ね

音ちゃん
（下谷町）

11月に誕生日を
迎えた子どもたちです

お誕生日 おめでとう！

４
さい

安
あんどう

藤 綾
あ や ね

音ちゃん
（内山下）

１
さい

藤
ふじもと

本 真
ま お

緒ちゃん
（成羽町星原）

５
さい

はが

 蒼
そ う た

汰ちゃん
（落合町阿部）

４
さい

野
の ぐ ち

口 蒼
あ お は

晴ちゃん
（御前町）

【おわびと訂正】10月号22ページに誤りがありました。おわびして訂正します。
              「すこやかスマイル・畑

はた
 陽
ようき

貴ちゃん」     誤…１歳　　正… ４歳

3
さい

石
いしむら

村 優
ゆ な

奈ちゃん
（高倉町大瀬八長）

第 40回愛らぶ高梁ふれあいマラソン参加申込受付中！
日　時　平成 31 年２月 10 日（日）
場　所　市役所周辺（スタート地点）
部　門　城下町コース１０km、愛らぶコース５km、ふれあいコース３km
参加費　一般 2200 円／親子ファミリー 1700 円
　　　　高校生 1200 円／小・中学生 500 円
申し込み　申込用紙に記入の上、平成 30 年 12 月 28 日（金）までに郵便局で振
り込むか、インターネット（ランネット、スポーツエントリー、ＪＴＢスポーツ
ステーション、スポーツナビ Do）でお申し込みください。
※申込用紙は、スポーツ振興課、各地域局、各地域市民センター、高梁市民体育
館などに備えています。スポーツ振興課、市体育協会での申し込みはできません。

問（一社）高梁市体育協会☎（21）０３３７
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市民のページ

送ってください　
次号（12月号）分の締め切りは11月26日（月）必着です

① 12月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住の
お子さんの写真に、お子さんの氏名（ふりがな）、性
別、生年月日、年齢、住所、応募者の氏名と続柄、
電話番号を明記して送付してください。市ホーム
ページでも応募できます。応募いただいた内容は、
広報たかはしのほか、市行政放送、市ホームページ、
公式動画サイトで公開します。
②短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のも
ので、漢字にはふりがなを付けてください。氏名（ふ
りがな）・年齢・住所・電話番号を明記して投稿して

ください。

問（送り先）〒 716-8501〔住所不要〕
    広報たかはし「市民のページ」係
　 ☎（21）０２１０　　
　　  hisyo@city.takahashi.lg.jp
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手
話
を
や
っ
て
み
よ
う
！
　

　
　
　
　
～
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
～

②

植
う え き

木 茉
ま お

桜さん 
（有漢東小学校５年）
( 手話奉仕員養成講座受講生 )

①
握
り
こ
ぶ
し
を
鼻
先
に
置
く

②
開
い
た
手
を
前
に
出
し
、
軽
く
頭
を
下
げ
る

※
良
い
・
吉
と
い
う
手
話
　
※
願
う
・
頼
む
と
い
う
手
話

①
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▼
約
５
カ
月
前
に
生
ま
れ
た
息
子
が

寝
返
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
顔
を
上
げ
て
周
り
の
景
色
を
見

渡
し
笑
う
姿
を
見
な
が
ら
、
妻
と
一

緒
に
笑
っ
て
い
ま
す
。
つ
い
こ
の
前

ま
で
自
力
で
動
く
こ
と
す
ら
で
き
な

か
っ
た
の
に
、
も
う
少
し
す
る
と
座

っ
た
り
歩
い
た
り
す
る
よ
う
に
な
る

の
だ
な
と
思
う
と
、
子
ど
も
の
成
長

は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
子
育
て
を

し
な
が
ら
、
私
も
人
と
し
て
日
々
成

長
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
つ
つ
、
広

報
た
か
は
し
11
月
号
の
締
め
切
り
に

追
わ
れ
た
１
カ
月
で
し
た
。

�

　
　
　
　
　
（
髙
岡
裕
希
）

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口 ３０，７６１ ー 49

男 性 １４，８６２ ー 13

女 性 １５，８９９ ー 36

世帯数 １４，５５１ ー 19
(平成30年10月末現在・外国人含む)

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

〔Android 用〕〔iPhone 用〕

広
報
た
か
は
し
11
月
号
（
通
巻
169
号
）

　
　
　
■ 

編
集
と
発
行（
毎
月
15
日
発
行
）高
梁
市
秘
書
広
報
課

■
 〒

716-8501 岡
山

県
高

梁
市

松
原

通
2043　

電
話

0866（21）0210
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.takahashi.okayama.jp/

人　口 高梁いんふぉ

環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

本
紙
は
環
境
保
全
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
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